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序 文

福島県教育委員会では，大規模開発等により消滅する埋蔵文化財包蔵地を保護するため，

開発事業が行われる以前に詳細な分布調査を実施し，開発関係機関と保存協議を行い，埋

蔵文化財の現状保存に努めています。

平成１３年度は，各種開発事業地内の埋蔵文化財包蔵地について，表面調査と試掘調査を

財団法人福島県文化振興事業団へ委託して実施しました。

表面調査は，あぶくま南道路，こまちダム，一般国道２８９号南倉沢バイパス，県営かんが

い排水事業相馬第二地区関連の各建設予定地で実施し，７５箇所の遺跡と試掘調査により遺

跡の存否を確認する地点２４箇所を発見いたしました。

また，試掘調査は，常磐自動車道建設予定地内８箇所，あぶくま南道路建設予定地内１１

箇所，一般国道６号相馬バイパス建設予定地内４箇所，一般国道２８９号南倉沢バイパス建設

予定地内９箇所，県営かんがい排水事業相馬第二地区関連２箇所，隈戸川農業水利事業関

連（田の沢ダム）５箇所，こまちダム建設予定地内７箇所，会津縦貫北道路建設予定地内

１箇所において実施しました。

本報告書は，これらの成果をまとめたものですが，埋蔵文化財の保護や地域の歴史を解

明するため，また，生涯学習等の基礎資料として広く県民の皆様にご活用いただければ幸

いに存じます。

おわりに，この調査に御協力いただいた財団法人福島県文化振興事業団はじめ関係各位

に対し，深く感謝の意を表します。

平成１４年３月

福島県教育委員会

教育長 � 城 俊 春



緒 言

１．本書は，平成１３年度に実施した地域高規格道路（会津縦貫北道路，福島空港・あぶくま南道路）・一般国

道６号相馬バイパス・一般国道２８９号南倉沢バイパス・こまちダム・常磐自動車道・国営隈戸川農業水利事

業・県営かんがい排水事業相馬第二地区の各建設予定地内遺跡または遺跡推定地（試掘調査により遺跡の

存否を確認する地点）の試掘調査と，県営かんがい排水事業相馬第二地区・地域高規格道路（福島空港・

あぶくま南道路）・一般国道２８９号南倉沢バイパス・こまちダムの各建設予定地内の表面調査の報告書であ

る。

２．この調査は，国庫補助を受け福島県教育委員会が実施した。

３．福島県教育委員会は，調査を財団法人福島県文化振興事業団に委託した。

４．財団法人福島県文化振興事業団は，遺跡調査部遺跡調査課の下記職員を配置して調査を実施した。

文化財主査 斎藤竜一 文化財副主査 香川愼一

文化財主事 小野忠大 文化財主事 三浦武司

他に，高橋信一・安田 稔・大竹正浩・関 博人・井 憲治・菊田順幸・国井秀紀・大河原勉・阿部知己

・津田直子・吉田泰弘・横須賀倫達・稲村圭一・遠藤千映美が参加した。

５．本書が報告する県営かんがい排水事業相馬第二地区・地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）・一

般国道２８９号南倉沢バイパス・こまちダムの各建設予定地内について地図上に示した遺跡の範囲は，表面調

査の結果から推定したものであり，今後の試掘調査の結果によっては変更されることもある。また，新た

に遺跡が発見されることも予想される。

６．本書は，第１章を福島県教育庁文化課文化財主査小林雄一・木田寿憲・丹野隆明が執筆し，第２章以下

は，財団法人福島県文化振興事業団県内遺跡分布調査担当職員が執筆した。

７．本書に掲載の地図は，国土地理院長の承認を得て，同院発行の１／２５，０００地形図を複製したものである。

（承認番号 平１３東複第４１４号）

８．調査にあたっては，地元地権者・地権者会・行政区長をはじめ下記の機関に多くの協力をいただいた。

玉川村教育委員会，平田村教育委員会，小野町教育委員会，大信村教育委員会，富岡町教育委員会，双葉

町教育委員会，塩川町教育委員会，相馬市教育委員会，新地町教育委員会，下郷町教育委員会，小野町都

市整備課，福島県県中建設事務所・南会津建設事務所，福島県土木部高速道路整備室，福島県あぶくま高

原自動車道建設事務所，国土交通省東北地方整備局郡山国道工事事務所・磐城国道工事事務所，日本道路

公団東北支社いわき工事事務所・相馬工事事務所，東北農政局隈戸川農業水利事業所，福島県相馬北部用

水改良事務所，福島県土地開発公社浪江支所，関東森林管理局福島森林管理署白河支署・大屋森林事務所

９．事業名称が長いものについては，一部省略した表現を用いている。

１０．本書に使用した，遺跡の調査記録および出土資料は，福島県教育委員会で保管している。



用 例

１．本書における用例は次のとおりである。

� 遺跡および遺跡推定地の位置図は，国土交通省国土地理院発行縮尺１／２５，０００地形図を複製した。

� トレンチ配置図は，福島県土木部・福島県地域振興整備公団作製の縮尺１／２，５００地形図，東北地方整

備局郡山国道工事事務所および日本道路公団作製の縮尺１／１，０００地形図を基とした。

２．本書第２章における遺跡・遺跡推定地およびトレンチ配置図の用例は次のとおりである。なお，遺跡推

定地の名称は便宜上，アルファベットの「Ｂ」と算用数字の組合せ表記とするが，試掘調査によって遺跡

であることが確定すれば所在地の字名や地名を取り，新たに遺跡名称を付している。

� 保保 存存 ：遺跡保存範囲（発掘調査範囲）� 未未試試掘掘 ：未試掘範囲

� 除 外 ：発掘調査範囲から除外 � 未確定 ：未確定範囲

� ：遺構・遺物が確認できたトレンチ � ：遺構・遺物が確認できなかったトレンチ

� ━━━━ ：工事予定範囲 � ━・━・：表面調査による遺跡推定範囲

３．本書第３章における遺跡および遺跡推定地の位置図の用例は次のとおりである。

� ：遺跡範囲 � ：遺跡推定地範囲

４．遺構図の用例は次のとおりである。

� トレンチおよび遺構の平面図は，縮尺１／８０を基本とし，縮尺率は各図スケールの右側に記した。

� 検出した遺構は網点で表示した。

� 土色の判定に際しては，『新版標準土色帖』（日本色研事業株式会社 １９９４）を用いた。

５．遺物図の用例は次のとおりである。

� 縮尺率は各図スケールの右側に記した。

� 土器断面

	 縄文土器・弥生土器・土師器は白ヌキで示した。須恵器はベタ黒で示した。


 胎土中に繊維混和痕の認められる土器については，断面図中の▲で示した。

� 土師器の内面を黒色処理したものについては，断面左側に網点を付した。

６．本書で使用した略号は，次のとおりである。

Ｔ：トレンチ Ｌ：遺構外堆積土 �：遺構内堆積土

ＳＩ：竪穴住居跡 ＳＫ：土 坑 ＳＥ：井戸跡 ＳＤ：溝 跡 Ｐ：小穴

相馬市…ＳＭ 小野町…ＯＮ 富岡町…Ｔ 双葉町…Ｆ 新地町…ＳＴ

下郷町…ＣＧ 塩川町…ＣＫ 玉川村…ＴＧ 平田村…ＨＴ 大信村…ＴＳ
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第１章 遺跡分布調査の概要

１ 地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）遺跡分布調査

福島空港・あぶくま南道路は，東北自動車道矢吹ＩＣから福島空港を経て磐越自動車道小野ＩＣを結ぶ自

動車専用道路である。福島県教育委員会は福島県土木部高速道路整備室・あぶくま高原自動車道建設事務所

と埋蔵文化財の保護について協議を行い，平成８年度は福島県教育委員会が矢吹町，小野町への調査協力を

通して表面調査及び試掘調査を実施した。

平成９年度から福島県教育委員会が調査主体となり，財団法人福島県文化センター（現福島県文化振興事

業団）に委託し，調査を実施している。平成１３年度は整備区間の宮ノ前Ａ遺跡，中根館跡ほか９ヵ所の遺跡

及び試掘調査を必要とする箇所６６，５００�で試掘調査を行うとともに，県道古殿須賀川線から国道４９号までの調

査区間（４～６工区）の平田村分６０�を対象に表面調査を実施し，２２ヵ所の遺跡及び試掘調査を必要とする

箇所を確認した。

２ こまちダム遺跡分布調査

こまちダムは，夏井川の支流である黒森川流域の小野町菖蒲谷・雁股田地内に計画されている県営の多目

的ダムである。福島県教育委員会は福島県土木部と埋蔵文化財の保存協議を行い，平成１１年度，ダム建設に

伴い付け替えが行われる県道建設予定区間２０�の表面調査を行い，１３の遺跡及び試掘調査を必要とする箇所

を確認した。平成１３年度はこのうちの堂田Ａ遺跡，Ｂ８ほか５ヵ所の試掘調査と，ダムを周回する道路建設

予定地１０�の表面調査を実施し，新たに１ヵ所の試掘調査を必要とする箇所を確認した。

３ 隈戸川農業水利事業遺跡分布調査

国営隈戸川農業水利事業は，田の

沢ダム建設及び基幹水路の改修を行

い，須賀川市他２町４村に用水の安

定供給をめざすものである。ダム建

設予定地周辺については，平成１０年

度に福島県教育委員会が大信村教育

委員会に協力して表面調査を行い，１２

ヵ所の遺跡及び試掘調査が必要な箇

所を確認した。福島県教育委員会は

農林水産省隈戸川農業水利事務所と

埋蔵文化財の保護について協議を行

い，平成１３年度は田ノ沢Ｃ遺跡ほか

４ヵ所１１１，６００�の試掘調査を実施し

た。 図１ 県内遺跡分布調査位置図

１



４ 常磐自動車道遺跡分布調査

常磐自動車道は，現在いわき四倉～富岡間で工事が進められ，富岡～新地間については施工命令が出され

ている。新地～宮城県境間は整備計画路線となっている。福島県教育委員会は福島県土木部高速道路整備室

及び日本道路公団と埋蔵文化財の保存協議を行い，財団法人福島県文化センター（現福島県文化振興事業団）

に委託して，平成６年度から継続して調査を実施してきた。表面調査は平成１０年度までに全区間終了してい

る。平成１３年度は富岡町・双葉町に所在する後作Ａ遺跡ほか７ヵ所，４１，５４０�の試掘調査を実施した。

５ 一般国道６号相馬バイパス遺跡分布調査

一般国道６号相馬バイパスは，相馬市塚部から新地町駒ヶ嶺を区間とする相馬地区の幹線道路として建設

が進められている道路である。福島県教育委員会は建設省東北地方建設局（現国土交通省東北地方整備局）

磐城国道工事事務所と埋蔵文化財保護の協議を行い，財団法人福島県文化センター（現福島県文化振興事業

団）に委託し，昭和６３・平成１３年度に表面調査，平成３・１１年度に工事計画に沿って試掘調査を実施してき

た。平成１３年度は，相馬市の本笑和田横穴墓群，新地町の洞山Ａ遺跡，山中Ｂ遺跡，ＳＴ－Ｂ２の１４，５００�を

対象とした試掘調査を実施した。

６ 県営かんがい排水事業相馬第二地区遺跡分布調査

県営かんがい排水事業相馬第二地区は，相馬市・新地町にまたがる３，２４３�に及ぶ農耕地区について鴻ノ巣

ダムと松ヶ房ダムの築造と農業用水路の建設により水源の確保と通水の適正化を進めているものである。福

島県教育委員会は福島県農林水産部農地建設課と相馬北部用水改良事務所で工事計画地域内の埋蔵文化財保

護の協議を行い，財団法人福島県文化センター（現福島県文化振興事業団）に調査を委託した。相馬市，新

地町の協力のもと昭和６３年度に表面調査を実施し，宇田川左岸地区用水路工事にかかる遺跡を対象に，平成

９年に試掘調査ならびに発掘調査を実施した。平成１３年度は，変更計画された用水路線範囲１００�の表面調査

ならびに堂ヶ平Ａ遺跡ほか１ヵ所の試掘調査を実施した。

７ 地域高規格道路（会津縦貫北道路）遺跡分布調査

会津縦貫北道路は喜多方市と会津若松市を結ぶ自動車専用道路である。平成８年度に都市計画道路の決定

がなされ，平成９年度から建設省（現国土交通省）直轄事業として進められた。福島県教育委員会は建設省

東北地方建設局（現国土交通省整備局）郡山国道事務所と埋蔵文化財保護の協議を行い，財団法人福島県文

化センター（現福島県文化振興事業団）に委託し，平成９年度に表面調査，平成１２年度に塩川町の麻生館，

荒屋敷遺跡の試掘調査を実施した。平成１３年度は荒屋敷遺跡の７，５００�を対象に試掘調査を実施した。

８ 一般国道２８９号南倉沢バイパス遺跡分布調査

一般国道２８９号は，新潟市からいわき市に至る幹線道路であり，南倉沢バイパスは，甲子トンネルとともに

交通不能区間を解消し，県南地域と南会津地域の交流・連携を目的とした道路である。福島県教育委員会は

福島県南会津建設事務所と埋蔵文化財保護の協議を行い，その結果を受けて財団法人福島県文化振興事業団

に調査を委託した。平成１３年度は下郷町分２５�の表面調査，南倉沢遺跡ほか８ヵ所の７１，８００�を対象に試掘調

査を実施した。

第１章 遺跡分布調査の概要

２
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反田遺跡�

鹿島遺跡�
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ＯＮ－�
　Ｂ３�

ＯＮ－�
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ＯＮ－Ｂ６�

千保遺跡�

第２章 試 掘 調 査

第１節 地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）建設予定地

［小野町］ 小野町は，阿武隈高地のほぼ中央部に位置し，標高５００ｍ前後の山地性丘陵が発達している。丘

陵の基盤層は旧期花崗岩類であり，その表層部は風化による真砂化が進行している。そのため，小野町は丘

陵表層部の崩落による埋没谷の形成が顕著な地域でもある。

平成１３年度，７工区における小野町側の試掘調査は，同町南西部の菖蒲谷・雁股田地区に所在する計５ヵ

所の遺跡・遺跡推定地（表１）について実施した。ＯＮ－Ｂ７は，平成１３年５月に実施した表面調査で遺跡

推定地とした場所である。なお，黒森館跡の西側にあるＯＮ－Ｂ４は，平成９年度の表面調査で館に付属す

る平場施設の可能性を指摘したが（『福島県内遺跡分布調査報告４』），今年度，樹林伐採後に確認調査を行っ

た結果，後世の削平であったことが判明し，遺跡として取り扱わないことにした。

表１ 小野町所在遺跡試掘調査成果一覧

図２ 小野町の遺跡

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 黒森館跡 ２，６００� ２，６００� ０� ０�

２
ＯＮ－Ｂ３
（関場Ｂ遺跡）

２，４００� ２，４００� １，２００� ０� 土坑・溝跡
遺物包含層（縄文）

縄文土器・石器
陶磁器・鉄滓

３
ＯＮ－Ｂ５
（仁井殿遺跡）

８，３００� ８，３００� ２，１００� ０� 土坑・遺物包含層（縄文） 縄文土器・石器

４ ＯＮ－Ｂ６ ３，４００� ３，４００� ０� ０�

５
ＯＮ－Ｂ７
（反田Ｂ遺跡）

５，０００� ５，０００� １，３００� ０� 土坑・焼土遺構
遺物包含層（縄文）

縄文土器・石器

小野町計 ２１，７００� ２１，７００� ４，６００� ０�

３



０� １，０００ｍ�

（１/２５,０００）�

平成１３年度試掘調査箇所�

千保遺跡�

ＨＴ－Ｂ１�

後曲遺跡�

曲山Ｂ遺跡�

曲山Ｃ遺跡�

ＨＴ－Ｂ３�

ＨＴ－Ｂ２�

新田前遺跡�

ＨＴ－Ｂ４�

中根館跡�

中根Ａ遺跡�

ＨＴ－Ｂ５�

［平田村］ ７工区における平田村側の試掘調査は，同村北東部の大字蓬田新田・上蓬田地区に所在する計５

ヵ所の遺跡・遺跡推定地（表２）について実施した。蓬田新田地区は，国道４９号に沿って北須川の支流が並

行しており，狭長な開析谷が南北に展開する地形となっている。この国道４９号と県道矢吹小野線の分岐点付

近には向舘遺跡・蓬田館跡など中世城館跡があり，今回，試掘調査を実施した中根館跡との関連性も考えら

れる。なお，蓬田館跡は「舘山公園」として整備され，当時の土塁や空堀を観察することができる。

上蓬田地区は東部で小野町と接しており，同町から山地性丘陵が続く。上蓬田地区の低地は，樹枝状に入

り組んだ開析谷が大半である。今回，同地区の試掘対象となった遺跡・遺跡推定地は，概ね県道矢吹小野線

沿いの低地部に立地しており，後曲遺跡から縄文土器，曲山Ｃ遺跡から土師器が出土している。

［玉川村］ 玉川村では，大字吉地区（３工区）に所在する宮ノ前Ａ遺跡の第３次試掘調査を実施した。平成

１２年度に実施した第２次試掘調査（『福島県内遺跡分布調査報告７』）では，漆器を含む木質遺物や土師器・

古銭などが出土した。第２次試掘調査によって確認された遺物包含層は，当初の遺跡範囲からさらに北～東

側へ広がっていることが予想された。今回の第３次試掘調査は，宮ノ前Ａ遺跡の東隣に盛土工事が計画され

たために実施したものである。なお，第２次試掘調査で確定した宮ノ前Ａ遺跡の保存範囲は，平成１３年４月

から発掘調査を実施した（『福島空港・あぶくま南道路遺跡発掘調査報告１５』）。

表２ 平田村所在遺跡試掘調査成果一覧

図３ 平田村の遺跡

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 中根館跡 ２６，０００� ２６，０００� ２２，０００� １，１００� 土塁・平場
土坑（縄文）・焼土面

縄文土器・弥生土器
須恵器

２ 後曲遺跡 ３，２００� ３，２００� 未確定 １，０００� 縄文土器

３ 曲山Ｂ遺跡 ４，４００� ４，４００� ０� ０� 縄文土器・土師器

４ 曲山Ｃ遺跡 ６，５００� ６，５００� ０� １，８００� 土坑（不明） 土師器・剥片

５ ＨＴ－Ｂ１ ４，４００� ４，４００� ０� ０�
平田村計 ４４，５００� ４４，５００� ２２，０００� ３，９００�
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０� １，０００ｍ�

（１/２５,０００）�

平成１３年度試掘調査箇所�

堂平Ａ遺跡�

堂平Ｇ遺跡�
堂平Ｃ遺跡�

中下遺跡�
宮ノ前Ａ�
　　遺跡�

宮ノ前Ｂ遺跡�

ＴＧ－Ｂ１４�

池ノ上遺跡�

ＴＧ－Ｂ３�

畑中遺跡�

ＴＧ－Ｂ５�

嫁田遺跡�

ＴＧ－Ｂ６�

ＴＧ－Ｂ４�

ＴＧ－Ｂ７�

ＴＧ－Ｂ８�

都々古神社�

蔵ノ前遺跡�

ＴＧ－Ｂ９�

北ノ宿板碑�

大寺城跡�

ＴＧ－Ｂ３０�

桜窪Ａ遺跡�

ＴＧ－Ｂ１５�
桜窪Ｂ遺跡�

ＴＧ－Ｂ１１�

ＴＧ－Ｂ２９�

ＴＧ－Ｂ３１�

ＴＧ－Ｂ３３�ＴＧ－Ｂ３３�

六反田板碑�

六
反
田
遺
跡� Ｔ

Ｇ
―
Ｂ
１０
�

� 小野町の遺跡

くろもり

１．黒森館跡

所 在 地 田村郡小野町雁股田字黒森・堀切 調 査 期 間 平成１３年７月４日～１２日

調査対象面積 ２，６００� トレンチ数 １３本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ 黒森館跡の位置は，十石川の上流と県道矢吹小野線が交差する付近である。黒森館跡は中世

小野氏の居館であった可能性が推測されており（『小野町史』），遺跡南西部に館跡を示すような「堀切」とい

う小字名が認められる。現況は山林である。

黒森館跡の地形は，十石川～県道矢吹小野線側の南～西縁部は急勾配の傾斜地となっているが，東～北部

は丘陵尾根が連続するため館跡の範囲が判然としない。遺跡南西部の丘陵裾部に数段の平場が認められ，延

寶六年（１６７８）銘の墓石が埋もれていた。丘陵頂部では，土塁・平場など人工的に造成したような痕跡はほ

とんど認められない。

［ま と め］ 今回の調査区は，黒森館跡とされた範囲の西縁部である。計１３本のトレンチを設定したが，

館跡を裏付けるような痕跡を確認することはできなかった。また，中世以前の遺構・遺物も確認できなかっ

た。このことから，今回の調査範囲については保存の必要がない。

表３ 玉川村所在遺跡試掘調査成果一覧

図４ 玉川村の遺跡

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 宮ノ前Ａ遺跡 ３，９００� ３００� ３００� ０� 遺物包含層（平安） 土師器

玉川村計 ３，９００� ３００� ３００� ０�
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�

５１５１０�
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�

５００
�

５１０�

５２０�

５３０�

４９０
�

県
道
矢
吹
小
野
線�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

１Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�
２Ｔ�

３Ｔ�
３Ｔ�

１１Ｔ�
１２Ｔ� １３Ｔ�

４Ｔ�

４Ｔ�
５Ｔ�

５Ｔ�

６Ｔ�

６Ｔ�７Ｔ�

７Ｔ�

８Ｔ�

８Ｔ�

１０Ｔ�

１０Ｔ�

９
Ｔ
９
Ｔ�

９Ｔ�

１Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�
２Ｔ�

３Ｔ�
３Ｔ�

１１Ｔ�
１２Ｔ� １３Ｔ�

４Ｔ�

４Ｔ�
５Ｔ�

５Ｔ�

６Ｔ�

６Ｔ�７Ｔ�

７Ｔ�

８Ｔ�

８Ｔ�

１０Ｔ�

１０Ｔ�

９
Ｔ�

ＯＮ－Ｂ３�
(関場Ｂ遺跡)

保　存�

除　外�

除　外�

保　存�

除　外�

除　外�

黒森館跡�

９Ｔ�

せき ば

２．ＯＮ－Ｂ３（関場Ｂ遺跡）

所 在 地 田村郡小野町雁股田字関場

調査対象面積 ２，４００� トレンチ数 １０本

保 存 面 積 １，２００�

調 査 期 間 平成１３年６月１１日～２８日

検 出 遺 構 遺物包含層

出 土 遺 物 縄文土器・石器・陶磁器・土人形

［概 要］ ＯＮ－Ｂ３は，平成９年度の表面調

査（『福島県内遺跡分布調査報告４』）で遺跡推定地

とした場所である。ＯＮ－Ｂ３の立地は黒森館跡の西側に隣接する低地であることから，中世城館跡に関連

する遺構・遺物の存在も推測された。現況は，南西向きの沢地を利用した畑地・水田である。その水田部は

強湿土壌の小谷地となっている。

［遺構・遺物］ １Ｔ～３Ｔを設定した調査区西部の１段低い水田部では，遺構・遺物を確認することはでき

なかった。しかし，４Ｔ～９Ｔを設定した調査区中央部では，現地表面から深さ２５～５０�のところで盛土層

（Ｌ�）が認められた。Ｌ�は暗褐色シルト（１０ＹＲ３／３）に黄褐色シルト塊（１０ＹＲ５／６）が斑状に混

入し，その厚さは１５～６０�である。Ｌ�上面はほぼ水平に整地されており，４Ｔで溝跡・土坑・小穴を，９

Ｔで土坑を確認した。９Ｔの土坑は，掘り込みを行ったところ底面から多量の湧水があり，井戸跡の可能性

がある。Ｌ�から陶磁器類が多量に出土したが，いずれも近世以降の遺物であることからＬ�の形成時期も

近世以降であり，おそらく民家など構築する際に整地した盛土層であったと思われる。

図５ 黒森館跡・ＯＮ―Ｂ３（関場Ｂ遺跡）トレンチ配置図

表４ ＯＮ－Ｂ３（関場Ｂ遺跡）トレンチ一覧

関場Ｂ遺跡（西から）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

４Ｔ 土坑・溝跡・小穴 １６０� 〇 縄文土器・陶磁器・鉄滓 ７Ｔ 縄文土器・陶磁器

５Ｔ 縄文土器・石器・陶磁器 ８Ｔ 陶磁器

６Ｔ 縄文土器・陶磁器・鉄滓 ９Ｔ 土坑 ６０� 〇 縄文土器・陶器
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１　（５Ｔ　ＬⅡ）�

６　（５Ｔ　ＬⅢ）�
８　（６Ｔ　ＬⅡ）�

７　（４Ｔ　ＬⅠ）�

９　（４Ｔ　ＬⅠ）�
１０　（５Ｔ　ＬⅢ）�

２　（４Ｔ　ＬⅢ）�
４　（５Ｔ　ＬⅢ）� ５　（４Ｔ　ＬⅠ）�

３　（表採）�

０� ５㎝�
（２/５）�

０� ２㎝�
（２/３）�

次層のＬ�はやや粘質の黒褐色シルト層（１０ＹＲ２／２）で，４Ｔ～９Ｔから縄文土器・石器が出土した。

図６－１～６は，いずれも晩期の粗製土器の破片である。同図－１０は頁岩製の凹基石鏃である。縄文時代晩

期の遺物が含まれているＬ�の厚さは１８～５０�で，現地表面から深さ７０�前後でＬ�上面に達する。

［ま と め］ 今回の試掘調査によって縄文時代晩期の遺物包含層を発見し遺跡であることを確認した。遺

跡範囲は，４Ｔ～９Ｔを中心とする工区内１，２００�からさらに北側丘陵裾部の緩斜面に広がるものと考えられ，

おそらくこの地点に集落を構成する竪穴住居跡等が埋没しているものと推測される。

遺跡の名称は本地点の字名から「関場Ｂ遺跡」とし，工区にかかる１，２００�については平成１３年１０月から発

掘調査を実施した（『福島空港・あぶくま南道路遺跡発掘調査報告１６』）。

に い どの

３．ＯＮ－Ｂ５（仁井殿遺跡）

所 在 地 田村郡小野町雁股田字仁井殿

調査対象面積 ８，３００� トレンチ数 ２０本

保 存 面 積 ２，１００�

調 査 期 間 平成１３年９月３日～１３日

検 出 遺 構 遺物包含層・土坑

出 土 遺 物 縄文土器・石器

［概 要］ ＯＮ－Ｂ５は，県道矢吹小野線と町

道永風線によって挟まれた丘陵の東端部にあり，そ

の立地は概ね東西方向に延びる標高５２０ｍ前後の丘陵尾根筋である。調査区中央部の標高５１２ｍ付近は，尾根

が低く窪んだ鞍部地形になっているため，風の流入が少ない場所となっている。現況は山林である。

［遺構・遺物］ 遺構・遺物は，調査区中央部の１０Ｔ・１２Ｔを中心とする鞍部一帯で確認した。この鞍部付近

の基本土層は，表土のＬ�が黒褐色シルト（１０ＹＲ２／２），Ｌ�がにぶい黄褐色シルト（１０ＹＲ４／３）～明黄褐

色シルト（１０ＹＲ６／６），地山としたＬ�が明黄褐色シルト（１０ＹＲ６／８）である。Ｌ�下位の色調はＬ�と

類似しており，その区別は難しい。遺物はＬ�下位から縄文時代早・前期の土器・石器が出土したが（図８），

早期末葉頃の貝殻条痕文系土器が最も多い。図８－５・７・８は流紋岩製，同図６は頁岩製の石鏃である。

遺構は，１１Ｔから時期不明の土坑１基を確認した。また，２０ＴのＬ�上面で直径約１５�の焼土面を確認し

た。２０Ｔが縄文時代の遺物が最も多く出土した１０Ｔと近いことから，２０Ｔの焼土面は，縄文時代の遺構の可

能性があり地床炉などの焚火跡と推測される。

図６ ＯＮ－Ｂ３（関場Ｂ遺跡）出土遺物

仁井殿遺跡（西から）
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５
�

県道矢吹小野線�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

５Ｔ�２０Ｔ�
１０Ｔ�

１１Ｔ�

１２Ｔ�１３Ｔ�
１９Ｔ�１８Ｔ�

１４Ｔ�
５Ｔ�２０Ｔ�

１０Ｔ�
１１Ｔ�

１２Ｔ�１３Ｔ�
１９Ｔ�１８Ｔ�

１５Ｔ�

１６Ｔ�
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１５Ｔ�

１６Ｔ�
１７Ｔ�

１Ｔ�
２Ｔ�

１Ｔ�
２Ｔ�

１４Ｔ�

１Ｔ�２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�

７Ｔ�

６Ｔ�８Ｔ�

９Ｔ�

１Ｔ�２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�

７Ｔ�

６Ｔ�８Ｔ�

９Ｔ�

仁井殿遺跡�

ＯＮ－Ｂ５�
ＯＮ－Ｂ６�

保　存�

除　外�

保　存�

除　外�

除　外�除　外�

除　外�除　外�

１　（１２Ｔ　ＬⅡ）�

３　（１０Ｔ　ＬⅡ）�
２　（５Ｔ　ＬⅡ）�

５　（１９Ｔ　ＬⅣ）�
６　（１８Ｔ　ＬⅡ）�

８　（１２Ｔ　ＬⅡ）�

７　（１２Ｔ　ＬⅡ）�４　（１０Ｔ　ＬⅢ）�
０� ５㎝�

（２/５）�

０� ３㎝�
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［ま と め］ 今回の試掘調査によって縄文時代早・前期の遺物包含層を発見し遺跡であることを確認した。

遺跡範囲は調査区中央部の鞍部地形を中心とする箇所で，工区内にかかる面積は２，１００�である。縄文時代の

遺物が１０Ｔ・１２Ｔで最も多く出土したことから，おそらく１０Ｔ・１２Ｔの南側緩斜面に集落を構成する竪穴住居

跡等が埋没しているものと推定される。なお，遺跡の名称は本地点の字名から「仁井殿遺跡」とした。

図７ ＯＮ－Ｂ５（仁井殿遺跡）トレンチ配置図

表５ ＯＮ－Ｂ５（仁井殿遺跡）トレンチ一覧

図８ ＯＮ－Ｂ５（仁井殿遺跡）出土遺物

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

２Ｔ 縄文土器 １３Ｔ 縄文土器

５Ｔ 縄文土器 １４Ｔ 縄文土器・剥片

９Ｔ 縄文土器 １８Ｔ 縄文土器・石鏃

１０Ｔ 縄文土器 １９Ｔ 縄文土器・石鏃

１１Ｔ 土坑 １７� 〇 縄文土器（早期） ２０Ｔ 焼土面 ２０� ×

１２Ｔ 縄文土器（早期）・石鏃
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７Ｔ�
６Ｔ�
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１０Ｔ�
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６Ｔ�

８Ｔ�
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�

５４０
�

５１０�

５０５�

４．ＯＮ－Ｂ６

所 在 地 田村郡小野町雁股田字仁井殿 調 査 期 間 平成１３年９月１４日～１９日

調査対象面積 ３，４００� トレンチ数 １０本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＯＮ－Ｂ６は，ＯＮ－Ｂ５の西

隣にあり，県道矢吹小野線に面した南向きの丘

陵尾根～斜面に立地する。ＯＮ－Ｂ６の南西部

は，丘陵尾根の端部が舌状に張り出しており，

傾斜の緩やかな平場が広がっている。現況は山

林である。

［ま と め］ ＯＮ－Ｂ５・Ｂ６は同一丘陵上

に立地するが，ＯＮ－Ｂ６では遺構・遺物を確

認することはできなかった。ＯＮ－Ｂ５（仁井

殿遺跡）の鞍部地形と違って，ＯＮ－Ｂ６が風

除けのない吹きさらしの地形であるため，生活

の場には適さなかったためと考えられる。この

ため，ＯＮ－Ｂ６の調査範囲は，遺跡として取

り扱わない。

そり た

５．ＯＮ－Ｂ７（反田Ｂ遺跡）

所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字反田・鹿島

調査対象面積 ５，０００� トレンチ数 ２２本

保 存 面 積 １，３００�

調 査 期 間 平成１３年７月２日～１３日

検 出 遺 構 遺物包含層・土坑・焼土遺構

出 土 遺 物 縄文土器・石器

［概 要］ ＯＮ－Ｂ７は，平成１３年４月に実施

した表面調査で遺跡推定地とした場所である。ＯＮ

－Ｂ７の地形は，扇状に開く２ヵ所の沢が東西に対面し，その中央部を狭長な谷地が北方向に延びている。

現況は，調査区東・西部の扇状に開く沢が山林，調査区中央部は強湿土壌の水田である。試掘調査にはバッ

クフォーを使用し，大石の除去や地形確認用のテストトレンチ（�～�Ｔ）の掘削を行った。

［遺構・遺物］ １Ｔ・２Ｔ・８Ｔを設定した調査区東部から，遺構・遺物を確認することはできなかった。

また，１０Ｔ・１１Ｔを設定した調査区中央部でも遺構・遺物を確認することはできなかった。

しかし，調査区西部では，縄文時代中・晩期の土器が出土した（図１１）。特に谷地沿いの１５Ｔ～１９Ｔで，Ｌ

�とした暗褐色砂質シルト層（１０ＹＲ３／３）から中期後葉～末葉の土器が多く出土した。Ｌ�の分布は５Ｔ

では確認できたが，３Ｔ・１２Ｔ～１４Ｔ・�～�Ｔでは確認できなかった。遺構は，１９Ｔで６０�×２５�範囲の焼

土面と直径約１ｍの土坑を確認した。両遺構の時期は，周辺で出土した遺物から縄文時代の可能性がある。

図９ ＯＮ－Ｂ６トレンチ配置図

反田Ｂ遺跡（東から）
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３　（１８Ｔ　ＬⅢ）�

２　（１５Ｔ　ＬⅢ）�１　（１６・１８Ｔ　ＬⅢ）�

［ま と め］ 今回の試掘調査によって縄文時代中・晩期の遺物包含層を発見し遺跡であることを確認した。

遺跡範囲は調査区西部の５Ｔ～１５Ｔを中心とする工区内１，３００�で，１９Ｔで確認した焼土面が地床炉跡の可能

性もあることから，竪穴住居跡等の遺構が埋没している可能性がある。

遺跡の名称は本地点の字名から「反田Ｂ遺跡」とし，平成１３年１０月から発掘調査を実施した（『福島空港・

あぶくま南道路遺跡発掘調査報告１６』）。

図１０ ＯＮ－Ｂ７（反田Ｂ遺跡）トレンチ配置図

表６ ＯＮ－Ｂ７（反田Ｂ遺跡）トレンチ一覧

図１１ ＯＮ－Ｂ７（反田Ｂ遺跡）出土遺物

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

４Ｔ 縄文土器（晩期） １６Ｔ 縄文土器

６Ｔ 縄文土器 １７Ｔ 縄文土器

９Ｔ 縄文土器 １８Ｔ 縄文土器

１５Ｔ 縄文土器 １９Ｔ 焼土遺構・土坑 ２０� 〇 縄文土器
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０� ２００ｍ�

路線予定地�

国
道
49号�

（１/５,０００）�

５２０�

５１０�

５２
０�

５１
０�

５０
０�

５００�

５０
０�

５２０�

５３０�
５１０�

５１
０�

５２０�

５３
０�

� 平田村の遺跡

なか ね

１．中根館跡

所 在 地 石川郡平田村大字上蓬田字中根

調査対象面積 ２６，０００� トレンチ数 ９３本

保 存 面 積 ２２，０００�以上

調 査 期 間 平成１３年９月２０日～１１月２２日

検 出 遺 構 土塁・平場・土坑

出 土 遺 物 縄文土器・弥生土器・須恵器

［概 要］ 中根館跡は，平成９年度の表面調査

によって発見された中世城館跡と推測される遺跡であり，図１２の中根館跡概略図は，その時に作成されたも

のである。（『福島県内遺跡分布調査報告４』）。中根館跡は，国道４９号と県道矢吹小野線の分岐点北側に位置

する。中根館跡が立地する丘陵は，周囲を２条の北須川支流によって開析され，南北に長い半島状となって

いる。中根館跡の頂部の標高は約５２０ｍで，西隣の国道４９号との比高は約２５ｍである。

館跡の施設と考えられる遺構は主に丘陵東部で認められ，２～３重に巡る土塁状の盛土・平場など人工的

に造られた地形を確認することができる。中世の蓬田新田・上蓬田地区は石川庄の北東部にあたり，田村庄

・小野保と接する要害の地であったことは，同地区に所在する向舘遺跡・蓬田館跡など中世城館跡の存在か

らも推測される（『平田村史』）。なお，現在のところ，中根館跡に関連する文献記録や地元の伝承は確認され

ていない。

図１２ 中根館跡概略図

中根館跡（北西から）

第１節 福島空港・あぶくま南道路建設予定地

１１



０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

４９５.９�

４９９.７�

５１５１０
�

５１０
�

５１５１０� ５１０�

５２５２
０
�

５２
０
�

５２５２０�５２０�

５２５２０� ５２０�

５２５２５�

５２５２０
�

５２０
�

５１５１５
�

５１５
�

５１５１５� ５１５�

５０５０５�

国
道
４９
号
�

５２５�

５０５�

未試堀�未試堀�

５５Ｔ�５５Ｔ�
６４Ｔ�５４Ｔ�

５２Ｔ� ５３Ｔ�
５１Ｔ�６３Ｔ�

５０Ｔ�
４８Ｔ�

４９Ｔ�
４７Ｔ�
４２Ｔ�

４５Ｔ�
４３Ｔ�

４４Ｔ�

４６Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�
３９Ｔ�
３４Ｔ�

４１Ｔ�
４０Ｔ� ２３Ｔ�

２２Ｔ�

２１Ｔ�

３２Ｔ�

３０Ｔ�２９Ｔ�
２６Ｔ�２７Ｔ�
２５Ｔ�

２４Ｔ�
２８Ｔ�
５６Ｔ�

５７Ｔ�

５９Ｔ�５８Ｔ�
６２Ｔ�

６０Ｔ� ６６Ｔ�
６７Ｔ�

６９Ｔ�

７４Ｔ�７３Ｔ�
７０Ｔ�

２０Ｔ�

７１Ｔ�

７７Ｔ�
７６Ｔ�７５Ｔ�

７８Ｔ�

７９Ｔ� ８１Ｔ�

８０Ｔ�

８２Ｔ�
１７Ｔ�

１８Ｔ�１９Ｔ�

１１Ｔ�

１０Ｔ�

８７Ｔ�

８８Ｔ�
９３Ｔ�

１４Ｔ� １５Ｔ�

１３Ｔ�
１２Ｔ�

８４Ｔ�
８３Ｔ�

８５Ｔ�
８６Ｔ�

９１Ｔ�

９２Ｔ�８９Ｔ�

７Ｔ�
６Ｔ�

５Ｔ�

４Ｔ�
２Ｔ�

３Ｔ�
１Ｔ�

９Ｔ�

８Ｔ�

１６Ｔ�

７２Ｔ�

６８Ｔ�

６１Ｔ�

保　存�保　存�

除　外�除　外�

６４Ｔ�５４Ｔ�
５２Ｔ� ５３Ｔ�

５１Ｔ�６３Ｔ�
５０Ｔ�４９Ｔ�

４７Ｔ�
４２Ｔ�

４５Ｔ�
４３Ｔ�

４４Ｔ�

４６Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�

３８Ｔ�

３９Ｔ�
３３Ｔ�
３１Ｔ�

３４Ｔ�

４１Ｔ�
４０Ｔ� ２３Ｔ�

２２Ｔ�

２１Ｔ�

３２Ｔ�

３０Ｔ�２９Ｔ�
２６Ｔ�２７Ｔ�
２５Ｔ�

２４Ｔ�
２８Ｔ�
５６Ｔ�

５７Ｔ�

５９Ｔ�５８Ｔ�
６２Ｔ�

６０Ｔ� ６６Ｔ�
６７Ｔ�

６９Ｔ�

７４Ｔ�７３Ｔ�
７０Ｔ�

２０Ｔ�

７１Ｔ�

７７Ｔ�
７６Ｔ�７５Ｔ�

７８Ｔ�

７９Ｔ� ８１Ｔ�

８０Ｔ�

８２Ｔ�
１７Ｔ�

１８Ｔ�１９Ｔ�

１１Ｔ�

１０Ｔ�

８７Ｔ�

８８Ｔ�
９３Ｔ�

１４Ｔ� １５Ｔ�

１３Ｔ�
１２Ｔ�

８４Ｔ�
８３Ｔ�

８５Ｔ�
８６Ｔ�

９１Ｔ�

９２Ｔ�８９Ｔ�

７Ｔ�
６Ｔ�

５Ｔ�

４Ｔ�

３Ｔ�
１Ｔ�

９Ｔ�

８Ｔ�

１６Ｔ�

７２Ｔ�

６８Ｔ�

６１Ｔ�

２Ｔ�

３３Ｔ�
３１Ｔ�

３８Ｔ�

６５Ｔ�６５Ｔ�

図１３ 中根館跡トレンチ配置図（１）
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［遺構・遺物］ 中根館跡が文献記録等から確認できないことから，城館跡としての痕跡を確認するため土塁

状施設の断割りを行った（２２・２３・４７・４９Ｔ）。調査区中央部の東側において，北・東・南辺を３条の土塁状

施設で方形に区画された箇所があり，その南東角は約９ｍの幅で開口している。２２・２３Ｔをこの開口部に設

定したが，土塁状施設の端部をわずかに断割った程度のため詳細は不明である。方形区画内は凹レンズ状に

窪んでおり，区画内の土を周囲に盛って土塁状施設を造った可能性がある。なお，この方形区画内に設定し

たトレンチ（３４Ｔ・３９Ｔ～４１Ｔ）からは，柱跡や中・近世の遺物を確認することはできなかった。

４７・４９Ｔは，調査区北部を東西方向に延びる土塁状施設の西端部を断割ったもので，高さ１ｍ以上の盛土

施設であることを確認した。盛土は版築ではなく，全体的に各層のしまりは弱かった。なお，この土塁状施

設の中央部を小道が鉤型に通過しており，くい違いの小口状となっている。

図１４ 中根館跡トレンチ配置図（２）

表７ 中根館跡トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１８Ｔ 土坑 ３０� 〇 ６３Ｔ 平場 １２� 〇

２１Ｔ 土塁状施設 × ６４Ｔ 縄文土器

２２Ｔ 土塁状施設 ０～３０� 〇 ６９Ｔ 縄文土器

２３Ｔ 土塁状施設 ８～１３� 〇 ７１Ｔ 溝跡 １８� 〇

２４Ｔ 縄文土器 ７２Ｔ 焼土遺構 ５６� ×

２８Ｔ 土坑 ２５� 〇 縄文土器 ７３Ｔ 縄文土器

３８Ｔ 土塁状施設 × ７９Ｔ 縄文土器

４７Ｔ 土塁状施設 ０� 〇 ８１Ｔ 縄文土器

４９Ｔ 土塁状施設 ０� 〇 ８２Ｔ 須恵器

５１Ｔ 平場 ９� 〇 ８５Ｔ 縄文土器

５６Ｔ 縄文土器 ８９Ｔ 土坑 ４１� 〇

６０Ｔ 土坑 ５５� 〇 縄文土器 ９０Ｔ 弥生土器
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（１/８０）�
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１０号トレンチ�

調査区北部に設定した５１Ｔ・６３Ｔにおいて，平場の

端部を盛土によって整形していることを確認した。図

１５に６３Ｔの断面図を示した。�１～３と�５～７は盛

土である。�４は旧表土の可能性もあり，盛土の形成

時期に時間差があった可能性がある。�８は地山であ

る。調査区内において大小の平場状地形が認められる

が，各平場状地形に設定したトレンチから中・近世の

遺構・遺物を確認することはできなかった。

なお，調査区南部の５Ｔ～１１Ｔを結ぶ線よりも南側

は，機械等によって開削された地形であると考えられる。調査区北端部の畑（８００�）は，作付けのため調査

ができなかった。中世よりも古い遺構としては，１８Ｔ・６０Ｔで縄文時代と考えられる落し穴状土坑を検出し

た。また，縄文土器が主に調査区中央部で出土した。図１６－１７・１８の弥生土器は９０Ｔから出土したものである

が，９０Ｔの北西側の尾根部分（３００�）は，樹木が密生していたために調査ができなかった。

［ま と め］ 本遺跡は，石川庄北東部の要害の地に立地していることや，明らかに人工的に盛られた土塁

状施設や平場状地形などから，現時点では城館跡であるととらえる。また，縄文・弥生時代の遺物も出土し，

複合遺跡であることを確認した。今回の試掘調査による保存範囲は，開削によって保存の必要がない調査区

南部（２，９００�）と調査区北・南端の未試掘部（計１，１００�）を除いた２２，０００�である。

図１６ 中根館跡検出遺構・出土遺物

図１５ ６３号トレンチ断面図

第２章 試掘調査
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１２Ｔ�
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曲山Ｂ遺跡�

後曲遺跡�

３Ｔ�１Ｔ�

２Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�
７Ｔ�

６Ｔ�
８Ｔ�

９Ｔ�１０Ｔ�

１１Ｔ�

１２Ｔ�
１３Ｔ�

１Ｔ�２Ｔ�

７Ｔ�
３Ｔ�４Ｔ�

５Ｔ�

６Ｔ�

うしろまがり

２．後曲遺跡

所 在 地 石川郡平田村大字上蓬田字後曲 調 査 期 間 平成１３年１２月６日～１０日

調査対象面積 ３，２００� トレンチ数 ７本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 未確定 出 土 遺 物 縄文土器

［概 要］ 後曲遺跡は，平成９年度の表面調査で発見され，奈良～平安時代頃の土師器が採取されてい

る。調査区北～中央部に計７本のトレンチを設定し，３Ｔ・７Ｔから縄文時代早期後葉頃の土器が出土した。

しかし，調査区南部の畑地（１，０００�）は，作物の栽培が行われていたために試掘調査を実施することができ

なかった。

［ま と め］ 調査区中央部に設定した３Ｔ・７Ｔで縄文土器が出土していることから，調査区南部１，０００

�の試掘調査の結果により保存範囲を確定する。

まがりやま

３．曲山Ｂ遺跡

所 在 地 石川郡平田村大字上蓬田字曲山 調 査 期 間 平成１３年１１月２６日～３０日

調査対象面積 ４，４００� トレンチ数 １３本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 縄文土器・土師器

［概 要］ 曲山Ｂ遺跡は，後曲遺跡の南西側約１５０ｍの所に位置しており，平成９年度の表面調査では

縄文土器が採取されている。今回の調査区は，丘陵裾部を利用した牧草地である。調査区内に計１３本のトレ

ンチを設定したが，遺構は確認できなかった。遺物は１Ｔから平安時代の土師器の甕片が，９Ｔから縄文土

器片が出土しているが，いずれも盛土内に含まれていた。

［ま と め］ 試掘調査の結果，調査区全域が大規模に土地改変されており，旧地形は既に失われていた。

このことから，今回の調査範囲ついては保存の必要はない。

図１７ 後曲遺跡・曲山Ｂ遺跡トレンチ配置図

第１節 福島空港・あぶくま南道路建設予定地
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４．曲山Ｃ遺跡

所 在 地 石川郡平田村大字上蓬田字曲山

調査対象面積 ６，５００� トレンチ数 １４本

保 存 面 積 未確定

調 査 期 間 平成１３年１２月３日～７日

検 出 遺 構 なし

出 土 遺 物 土師器・石器剥片

［概 要］ 曲山Ｃ遺跡は，平成９年度の表面調

査によって発見され，奈良～平安時代頃の遺物の散

布地として登録された遺跡である。曲山Ｃ遺跡の立地は，西方向の支谷と南西方向の小支谷が合流する丘陵

裾部～沖積地である。現況は，調査区北半部の丘陵裾部が庭木等の園芸林・畑地，調査区南部の沖積地が水

田である。

［遺構・遺物］ 今回の試掘対象区の内，調査区北部の園芸林（１，８００�）は，庭木栽培のため調査を実施す

ることができなかった。調査区中央部の畑には計７本のトレンチを設定したが，１Ｔ～４Ｔ付近は，開墾等

による削平を受けて旧地形が失われていたことを確認した。

遺物は，２Ｔで時期不明の土師器片１点が，３Ｔで頁岩製の小剥片１点がいずれも表土中から出土した。

遺構は，５Ｔで土坑を２基検出した。しかし，両土坑の掘り込みが表土中で行われていることがトレンチ断

面から確認できたため，いずれも現代の撹乱坑と判断した。

調査区南半部の水田に８Ｔ～１３Ｔを設定した。同水田部では，旧地形は失われていなかったが，遺構・遺

物を確認することはできなかった。また，

調査区北端部に設定した１４Ｔ付近は開削

されており，遺構・遺物を確認すること

はできなかった。

［ま と め］ 調査区北半部の園芸林の

箇所（１，８００�）が未試掘のため，現時点

では保存面積を確定することができない。

この未試掘部１，８００�の範囲は，周辺より

１段高くなっているため，１Ｔ～４Ｔ付

近の畑とは異なって旧地形が遺存してい

る可能性がある。

しかし，今回，トレンチを設定するこ

とができた計４，７００�の範囲については，

遺構・遺物が明確に認められなかったた

め保存の必要はない。図１８ 曲山Ｃ遺跡トレンチ配置図

表８ 曲山Ｃ遺跡トレンチ一覧

１０Ｔ作業風景

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

２Ｔ 土師器 ３Ｔ 剥片
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５．ＨＴ－Ｂ１

所 在 地 石川郡平田村大字上蓬田字後曲 調 査 期 間 平成１３年１２月７日～１７日

調査対象面積 ４，４００� トレンチ数 １６本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＨＴ－Ｂ１は，平成９年度の表面調査で遺跡推定地とした場所である。ＨＴ－Ｂ１の立地は

南西向きの丘陵斜面で，現況は山林・畑である。調査区中央部の畑は，テラス状に張り出す平場地形となっ

ている。

［ま と め］ 試掘調査の結果，今回の調査区全域は，重機によって大規模に土地改変されていたことが判

り，旧地形は既に失われていた。また，いずれのトレンチからも遺構・遺物を確認することはできなかった。

このため，ＨＴ－Ｂ１の調査範囲は，遺跡として取り扱わない。

� 玉川村の遺跡
みや まえ

１．宮ノ前Ａ遺跡（第３次試掘調査）

所 在 地 石川郡玉川村大字吉字宮ノ前

調査対象面積 ３００� トレンチ数 １本

保 存 面 積 ３００�

調 査 期 間 平成１３年４月１７日・１８日

検 出 遺 構 遺物包含層

出 土 遺 物 土師器

［概 要］ 平成１１年度に第１次試掘調査（『福

島県内遺跡分布調査報告６』），平成１２年度に第２次試掘調査（『福島県内遺跡分布調査報告７』）を実施した。

第２次試掘調査によって宮ノ前Ａ遺跡の範囲が北側丘陵裾部まで広がることが予想され，今回の第３次試掘

調査は，宮ノ前Ａ遺跡の北東隣部分（３００�）に盛土造成が行われることになったため，９Ｔを設定して遺跡

範囲の確認調査を実施したものである。現況は畑である。

［遺構・遺物］ 第１次試掘調査では，遺跡南西部に１Ｔ・２Ｔを設定したが遺構・遺物は確認できなかった。

第２次試掘調査では，遺跡中央部に３Ｔ～８Ｔを設定した。その結果，強湿土壌の谷水田に設定した７Ｔ・

図１９ ＨＴ－Ｂ１トレンチ配置図

宮ノ前Ａ遺跡（南から）

第１節 福島空港・あぶくま南道路建設予定地
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保　存�

平成１３年度発掘調査�

宮ノ前Ａ遺跡�

中下遺跡�

３Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

４Ｔ�
５Ｔ�

７Ｔ�

６Ｔ�

８Ｔ�

９Ｔ�

０�

８Ｔから漆器・曲物などの木製品，土師器，元豊通寶

などが出土し，遺物包含層が形成されていることを確

認した。第２次試掘調査によって確定した保存範囲に

ついては，北隣の中下遺跡とともに平成１３年４月から

発掘調査を実施した（『福島空港・あぶくま南道路遺跡発掘調査報告１５』）。

今回の第３次試掘調査で設定した９Ｔは，谷筋と直交する方向に配した。９Ｔの堆積土は砂層と粘土層の

互層となっており，水成堆積の様相を呈していた。遺物は，Ｌ�としたオリーブ灰色砂質シルト層（５ＧＹ

６／１）に平安時代頃の土師器が含まれていた。Ｌ�の厚さは４０�前後である。地表面からＬ�上面までの深

さは約１２０�である。

［ま と め］ ９Ｔの調査の結果，平安時代の遺物包含層を検出し，宮ノ前Ａ遺跡の範囲が北東側に広がる

ことを確認した。この平安時代の遺物は，北側の丘陵南斜面裾部付近から流れ込んできたものと考えられる。

なお，今回の調査範囲３００�については盛土保存を行った。

第２節 こまちダム建設予定地

平成１１年度に実施された表面調査の結果（『福島県内遺跡分布調査報告６』）を受け，平成１２年度からこま

ちダム建設予定地内の遺跡・遺跡推定地の試掘調査を開始した。こまちダム建設予定地は，小野町菖蒲谷字

西田・堂田・反田地区，同町雁股田字沢目木地区の黒森川流域であり，ダムサイトが予定されている堂田・

反田地区は，谷の両岸が狭くＶ字状に切れ込んだ地形となっている。一方，西田・沢目木地区は谷幅が８０ｍ

前後と広がり，水田地帯となっている。

平成１２年度の試掘調査では，Ｂ６（堂田Ａ遺跡）で縄文時代・平安時代の竪穴住居跡を，Ｂ９（沢目木遺

跡）で縄文時代の遺物包含層を確認した（『福島県内遺跡分布調査報告７』）。平成１３年度の試掘調査は，計７

ヵ所の遺跡・遺跡推定地（表１０）について実施した。その結果，西田地区所在の遺跡推定地Ｂ８で縄文時代

の竪穴住居跡・土坑などを確認し，名称を西田Ｈ遺跡とした。

図２０ 宮ノ前Ａ遺跡トレンチ配置図

表９ 宮ノ前Ａ遺跡トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

９Ｔ 遺物包含層（平安） 土師器

第２章 試掘調査
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１．堂田Ａ遺跡（第２次試掘調査）

所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字堂田

調査対象面積 ６００� トレンチ数 ４本

保 存 面 積 ６００�（累計８００�）

調 査 期 間 平成１３年５月３０日～６月１日

検 出 遺 構 竪穴住居跡・焼土遺構

出 土 遺 物 縄文土器・土師器・須恵器

［概 要］ 堂田Ａ遺跡は，平成１２年度に第１次

試掘調査を実施し，２Ｔから平安時代の竪穴住居跡

を，３Ｔから縄文時代の竪穴住居跡を検出し，縄文・平安時代の複合遺跡であることを確認した。今回の第

２次試掘調査は，堂田Ａ遺跡付近の県道矢吹小野線の付け替え予定地が南側に変更されたために実施した。

図２１ 小野町の遺跡

表１０ 小野町所在遺跡試掘調査成果一覧

堂田Ａ遺跡（南西から）

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 堂田Ａ遺跡 ８００� ６００� ６００� ０� 住居跡（平安） 縄文土器・土師器・須恵器

２ Ｂ８（西田Ｈ遺跡） ９，０００� ７，４００� ７，４００� １，６００� 住居跡・石囲炉 縄文土器・土師器・石器

３ 西田Ｃ遺跡 ２，０００� ２，０００� ０� ０� 縄文土器

４ 堂田遺跡 ２，８００� ２，８００� ０� ０�
５ Ｂ１０ ４，０００� ４，０００� ０� ０� 縄文土器

６ Ｂ１１ １，３００� １，３００� ０� ０� 縄文土器

７ Ｂ１２ ４，１００� ４，１００� ０� ０� 縄文土器・石器

小野町計 ２４，０００� ２２，２００� ８，０００� １，６００�
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４７３.２�

県道矢吹小野線�

０� ５０ｍ�５０ｍ�
（１/２,０００００）�（１/２,０００）�

堂田Ａ遺跡�

西田Ｃ遺跡�

除外�

第１次調査区�第１次調査区�

第２次�
調査区�
第２次�
調査区�

２Ｔ�

３Ｔ�
４Ｔ�

９Ｔ　�
７Ｔ　�
６Ｔ　�
４Ｔ　�１Ｔ　�

２Ｔ　�
３Ｔ　�

５Ｔ　�

１１Ｔ　�
１２
Ｔ　Ｔ　� １３Ｔ　Ｔ　�

１２
Ｔ　� １３Ｔ　�

１４Ｔ　�

８Ｔ　�
１０Ｔ　�

０�

堂田Ａ遺跡�

西田Ｃ遺跡�

除外�

２Ｔ�

３Ｔ�
４Ｔ�

９Ｔ　�
７Ｔ　�
６Ｔ　�
４Ｔ　�１Ｔ　�

２Ｔ　�
３Ｔ　�

５Ｔ　�

１１Ｔ　�

１４Ｔ　�

８Ｔ　�
１０Ｔ　�

保　存�保　存�

１（１２Ｔ　ＬⅢ）　� ２（１２Ｔ　ＬⅢ）　�

３（１１Ｔ　ＬⅢ）　�
４（１１Ｔ　ＬⅢ）　�

５（１１Ｔ　ＬⅢ）　�

０� ５㎝�

３９㎝�３９㎝�

５３㎝�

３２㎝�

５３㎝�

１２０㎝�

３２㎝�

１０２㎝�５５㎝�

０� ５㎝�

０� １ｍ�

ＳＩ�ＳＩ�

１１号トレンチ�

（１/３）�

（２/５）�

（１/８０）�

�

堂田Ａ遺跡の立地は，黒森川に面し

た南向き丘陵斜面の裾部である。現

況は山林である。

［遺構・遺物］ 今回の第２次試掘調

査で設定したトレンチは，１１Ｔ～１４

Ｔである。遺構は，調査区西端部の

１１Ｔで平安時代の竪穴住居跡を検出

した。トレンチによって竪穴住居跡

の東壁と床面の一部を掘り抜き，薄

く施された貼床や壁の立ち上がりを

確認し，また土師器杯・甕などの遺

物も出土した。

１３Ｔでは，厚さが１ｍを越える再

堆積層（にぶい黄褐色シルト：１０ＹＲ４／３）の下から直径約２０�の焼土面を確認し，その傍から縄文時代早

期末葉頃の土器片が出土した。焼土面から約１ｍ北側のところで５�程度の段差が認められたため，この焼

土面は縄文時代早期頃の竪穴住居跡に伴う地床炉と推定される。図２３－１・２は，平安時代の土師器杯・甕

である。同図３～５は，縄文時代早期末葉の貝殻条痕文系土器である。

［ま と め］ 今回の調査区６００�において縄文時代と平安時代の遺構・遺物が認められ，第１次試掘調査

で確認した縄文・平安時代の集落跡が第２次調査区全域まで広がっていることが判明した。堂田Ａ遺跡は縄

文・平安時代の複合遺跡であるが，両文化層の間に１ｍ以上の厚い土砂が堆積している。なお，発掘調査が

必要な範囲は，第１・２次試掘調査区と県道矢吹小野線の付け替え予定地が重なる８００�である。

図２２ 堂田Ａ遺跡トレンチ配置図

図２３ 堂田Ａ遺跡検出遺構・出土遺物

表１１ 堂田Ａ遺跡トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１１Ｔ 住居跡（平安） ２９� ◯ 土師器・縄文土器（早期） １３Ｔ 焼土面 １６９� × 土師器・縄文土器（早期）

１２Ｔ 土師器・須恵器 １４Ｔ 土師器
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（１/２,０００）�

保　存�

未試掘�

保　存�

１Ｔ�
２Ｔ�

３Ｔ�

５Ｔ�

６Ｔ�
８Ｔ�

７Ｔ�
９Ｔ�

１０Ｔ�
１１Ｔ�
１２Ｔ�１３Ｔ�１４Ｔ�

１５Ｔ�
１６Ｔ�

１７Ｔ�
１８Ｔ�

１９Ｔ�２０Ｔ�

２１Ｔ�
２２Ｔ� ２３Ｔ�

２４Ｔ�２５Ｔ�

２６Ｔ�
２７Ｔ�

２８Ｔ�

２９Ｔ�

３０Ｔ�３１Ｔ�
３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�
３５Ｔ�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

保　存�

未試掘�

保　存�

１Ｔ�
２Ｔ�

３Ｔ�
４Ｔ�

５Ｔ�

６Ｔ�
８Ｔ�

７Ｔ�
９Ｔ�

１０Ｔ�
１１Ｔ�
１２Ｔ�１３Ｔ�１４Ｔ�

１５Ｔ�
１６Ｔ�

１７Ｔ�
１８Ｔ�

１９Ｔ�２０Ｔ�

２１Ｔ�
２２Ｔ� ２３Ｔ�

２４Ｔ�２５Ｔ�

２６Ｔ�
２７Ｔ�

２８Ｔ�

２９Ｔ�

３０Ｔ�３１Ｔ�
３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�
３５Ｔ� ４Ｔ�

にし だ

２．Ｂ８（西田Ｈ遺跡）

所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字西田

調査対象面積 ７，４００� トレンチ数 ３５本

保 存 面 積 ７，４００�以上

調 査 期 間 平成１３年４月２３日～５月１１日

６月２１日～７月４日

検 出 遺 構 竪穴住居跡・石囲炉・土坑

出 土 遺 物 縄文土器・石器・土師器

［概 要］ Ｂ８は，平成１１年度の表面調査で遺

跡推定地とした場所である。Ｂ８の立地は東方向へ舌状に張り出した丘陵であり，その北縁を黒森川が東流

している。Ｂ８の現況は，南東部の水田を除く大半が山林である。

［遺構・遺物］ Ｂ８の基本土層は，調査区範囲が丘陵頂部～裾部に及ぶため一様ではない。丘陵斜面の裾部

に設定した１Ｔは，表土層のＬ�から地山のＬ�まで計５層に分けることができた（図２５）。Ｌ�からは縄文

時代晩期の土器・石器が，Ｌ�・�から早・前期の土器が出土している。丘陵斜面の裾部で検出した遺構は，３

Ｔの石囲炉がある。石囲炉の検出面はＬ�中面で，現地表面からの深さは約４０�であるが，竪穴住居跡に伴

う炉の可能性もある。３Ｔでは縄文時代晩期中葉頃の土器が出土している（図２７－１９・２１）。

丘陵斜面の中腹部では，１５・１６・１８・２１Ｔから土坑を検出した。各土坑の遺構検出面はＬ�上面である。

１８Ｔで検出した３基の土坑の内，中央部のものについて掘り込みを行ったが，底面はほぼ水平に造られてい

た。また，１５Ｔで検出した土坑の底から焼土面が確認されており，平面の長さが２ｍを越える土坑は縄文時

図２４ Ｂ８（西田Ｈ遺跡）トレンチ配置図

西田Ｈ遺跡（西から）
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ＳＫ�

２１㎝�

２５㎝�２３㎝�

ＳＩ�

ＳＩ�ＳＩ�

サブトレンチ�

表１２ Ｂ８（西田Ｈ遺跡）トレンチ一覧

１８Ｔ遺構検出状況（西から）

図２５ Ｂ８（西田Ｈ遺跡）検出遺構・土層柱状図

３Ｔ石囲炉（北西から）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１Ｔ 縄文土器（早・前・晩期）・石鏃 １９Ｔ 縄文土器（早期）

２Ｔ 縄文土器 ２０Ｔ 縄文土器（早・前期）

３Ｔ 石囲炉（晩期） ４２� 〇 縄文土器（晩期） ２１Ｔ 土坑 ３２� × 縄文土器（早期）

４Ｔ 縄文土器（早・前・晩期）・石鏃 ２２Ｔ 縄文土器

５Ｔ 縄文土器（早・晩期）・石鏃 ２３Ｔ 縄文土器（早期）・土師器

６Ｔ 小穴 ６８� × 縄文土器（早・晩期）・土師器 ２４Ｔ 縄文土器（早期）

７Ｔ 縄文土器（早・晩期） ２５Ｔ 縄文土器（早期）・石鏃

８Ｔ 縄文土器（早期）・石器 ２６Ｔ 縄文土器（前期）

９Ｔ 縄文土器（早・後期）・土師器 ２７Ｔ 住居跡（晩期） ３０� 〇 縄文土器（早・前・晩期）・剥片・土師器

１０Ｔ 縄文土器（早期）・石器 ２８Ｔ 焼土面 ３０� × 縄文土器（晩期）

１１Ｔ 焼土面 ４７� × 縄文土器（早期） ２９Ｔ 縄文土器（前・晩期）

１２Ｔ 縄文土器（早期） ３０Ｔ 縄文土器（前期）

１３Ｔ 縄文土器（早期） ３１Ｔ 焼土面 ５７� × 縄文土器・土師器

１４Ｔ 縄文土器（早・前期） ３２Ｔ 縄文土器（前期）

１５Ｔ 焼土面 ４２� × 縄文土器（早期） ３３Ｔ 縄文土器（早期）

１６Ｔ 土坑・焼土面 ３６� 〇 縄文土器（早・前期） ３４Ｔ 縄文土器（早期）

１７Ｔ 縄文土器（早・前期） ３５Ｔ 縄文土器（早期）

１８Ｔ 土坑（早期） ２０� 〇 縄文土器（早期）
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０� ５０m０� ５㎝�
（２/５）�１０　（８Ｔ　ＬⅢ）�

９　（２２Ｔ　ＬⅢ）�

６　（２２Ｔ　ＬⅢ）�

４　（１２Ｔ　ＬⅢ）�

３　（１７Ｔ　ＬⅡ）�

１　（２５Ｔ　ＬⅡ・Ⅲ）�２　（４Ｔ　ＬⅡ）�

７　（１５Ｔ　ＬⅢ）� ８　（１５Ｔ　ＬⅢ）�

５　（１９Ｔ　ＬⅡ）�

１１　（８Ｔ　ＬⅢ）�

代の竪穴住居跡の可能性がある。各土坑の時期は，１６Ｔの断面観察や出土遺物などから縄文時代早期後半頃

の可能性がある。丘陵頂部では２７Ｔで縄文時代晩期の竪穴住居跡を確認し，部分的に掘り込みを行った。そ

の結果，壁の立ち上がりや床面の一部を確認し，また，床面から図２７－２４の土器が出土した。

遺物は，調査区内に設定した３５本のすべてのトレンチから出土しており，出土量が最も多いのは縄文時代

早期後半の貝殻沈線文・条痕文系土器である（図２６－２～１１，図２７－１～１０）。図２６－１は，縄文時代早期前

葉の押型文系土器である。図２６－２～５は常世式である。縄文時代前期初頭頃の土器も少量だが出土してい

る（図２７－１１～１７・２３）。図２７－２７は５Ｔで出土した平安時代の土師器甕であるが，６Ｔ・９Ｔ・２３Ｔ等でも

出土しており，同時代の遺構が調査区内に埋没している可能性がある。

［ま と め］ 今回の調査区全域において，縄文時代早・前・晩期の遺構・遺物が比較的濃密に分布してお

り遺跡であることを確認した。このことから，調査範囲７，４００�は保存が必要である。また，縄文時代晩期の

遺構・遺物は低湿地から確認されることも多いことなどから，当初設定したＢ８の範囲がさらに南側の水田

部にまで広がる可能性が出てきたため，調査区南東側の水田部（１，６００�）も試掘調査が必要である。なお，

遺跡推定地Ｂ８の名称は，本地点の字名から「西田Ｈ遺跡」とした。

図２６ Ｂ８（西田Ｈ遺跡）出土遺物（１）
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図２７ Ｂ８（西田Ｈ遺跡）出土遺物（２）
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４８５
�

４８０�

４８５
�

４９０�

にし だ

３．西田Ｃ遺跡

所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字西田 調 査 期 間 平成１３年５月９日～１１日

調査対象面積 ２，０００� トレンチ数 ５本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 縄文土器・土師器

［概 要］ 西田Ｃ遺跡は，平成１０年度に実施

された表面調査によって発見されたもので，縄文

土器が採取されている（小野町教育委員会『こま

ちダム関連遺跡群分布調査報告書』）。西田Ｃ遺跡

の立地は南方向に延びる狭長な開析谷であり，現

況は水田である。本遺跡の東側約１００ｍのところに

堂田Ａ遺跡がある。

［ま と め］ 試掘調査の結果，１Ｔ・２Ｔから

縄文土器・土師器の小片が出土した。しかし，い

ずれの土器も表面が摩滅しており，他所から流れ

込んできたものと考えられる。遺構も確認できな

かった。このことから，今回の調査範囲について

は保存の必要はない。

どうでん

４．堂田遺跡

所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字反田 調 査 期 間 平成１３年５月１４日～１８日

調査対象面積 ２，８００� トレンチ数 ９本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ 堂田遺跡の立地は黒森川と接する北向きの丘陵斜面であり，縄文土器（後・晩期）の散布地

として登録されている。しかし，堂田遺跡の大部分が菖蒲谷グラウンドの開削によって失われている。今回

の試掘調査は，削平を受けていない遺跡東部を中心にトレンチを設定した。

［ま と め］ 試掘調査の結果，遺構・遺物を確認することができなかった。堂田遺跡の中心部は既に削平

された菖蒲谷グラウンドの部分と考えられる。このことから，堂田遺跡の保存の必要はない。

５．Ｂ１０

所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字堂田 調 査 期 間 平成１３年５月２１日～２９日

調査対象面積 ４，０００� トレンチ数 ２２本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 縄文土器

［概 要］ Ｂ１０は，平成１２年度の表面調査によって発見・登録した遺跡推定地である。Ｂ１０の立地が黒

森川を挟んで堂田遺跡と対面する南向きの丘陵であることから，縄文時代の遺構・遺物が存在している可能

性が推測された。Ｂ１０の現況は山林である。

［ま と め］ 試掘調査の結果，遺構は確認できなかった。また，遺物は，１Ｔ・５Ｔ・６Ｔから縄文土器

小片が計７点出土したのみであることから，Ｂ１０の調査範囲は遺跡として取り扱わない。

図２８ 西田Ｃ遺跡トレンチ配置図

第２節 こまちダム建設予定地
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所 在 地 田村郡小野町菖蒲谷字西田 調 査 期 間 平成１３年６月４日～７日

調査対象面積 １，３００� トレンチ数 １２本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 縄文土器

［概 要］ Ｂ１１は，平成１２年度の表面調査で

遺跡推定地とした場所である。Ｂ１１の北側に接す

る小道付近を掘削した際に土器が出土したという

地元情報により，その南側丘陵の頂部～裾部まで

Ｂ１１とした。

Ｂ１１の立地は東側へ台状に張り出す丘陵の北端

部である。Ｂ１１の南側は，宅地・水田等によって

開削されている。現況は山林である。

［ま と め］ 試掘調査の結果，遺構は確認でき

なかった。また，遺物は２Ｔから縄文時代前期頃

の土器小片が１点出土したのみである。このこと

から，Ｂ１１の調査範囲は，遺跡として取り扱わな

い。

図２９ 堂田遺跡・Ｂ１０トレンチ配置図

図３０ Ｂ１１トレンチ配置図
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７．Ｂ１２

所 在 地 田村郡小野町雁股田字沢目木 調 査 期 間 平成１３年６月８日～２２日

調査対象面積 ４，１００� トレンチ数 １４本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 縄文土器・須恵器

［概 要］ Ｂ１２は，平成１２年度の表面調査で遺跡推定地とした場所である。Ｂ１２の立地は黒森川の支流

に面した西向きの埋没谷および丘陵斜面で，調査区西～中央部は広い平坦面になっている。現況は，タバコ

畑・山林・荒蕪地である。

［ま と め］ 試掘調査の結果，遺構は確認できなかった。遺物は，１Ｔ・２Ｔから縄文土器，須恵器が少

量出土したが，いずれの土器も表面が摩滅しており，他所から流れ込んできたものと考えられる。調査区北

西部の畑地は，丘陵斜面を開削して造られたものであることが判明したため，トレンチは設定しなかった。

これらのことから，Ｂ１２の調査範囲は遺跡として取り扱わない。

第３節 国営隈戸川農業水利事業予定地

国営隈戸川農業水利事業は，田の沢ダムの建設と揚水機場及び用水路の改修によるかんがい用水の確保と

安定供給を目的として，農林水産省東北農政局が行っている事業である。

平成１３年度の試掘調査は，ダム建設によって水没する２遺跡と，工事にともなう付け替え林道・工事用道

路・建設土砂採取場に存するＢ１他２ヵ所を対象に実施した。いずれも国有林野内にあり，立木保護のため

トレンチの大きさや設定場所が制約された。

図３１ Ｂ１２トレンチ配置図

第３節 隈戸川農業水利事業予定地
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Ｂ５�

Ｂ１１� Ｂ１０�

Ｂ９�

Ｂ８� Ｂ７�

Ｂ６�

平成１３年度試掘調査箇所�

た さわ

１．田ノ沢Ｃ遺跡

所 在 地 大信村隈戸字大間ヶ嶽

調査対象面積 ３０，９００� トレンチ数 ５９本

保 存 面 積 ２０，０００�

調 査 期 間 平成１３年１１月１５日～１２月７日

平成１４年２月６日～１９日

検 出 遺 構 土坑・製鉄炉基礎構造・炭窯

出 土 遺 物 縄文土器・弥生土器・鉄滓・羽口

［概 要］ 田ノ沢Ｃ遺跡は，隈戸川左岸の氾濫

原と丘陵南向き斜面に立地している。平成１０年度に大信村教育委員会によって行われた表面調査により，近

世の製鉄関連遺跡として登録された。遺跡の大部分は国有林野で，スギの人工林およびナラ・コナラ等の落

葉広葉樹林となっている。

［遺跡・遺物］ 遺跡南東部に設けた４０Ｔ，４２Ｔ，４３Ｔから縄文土器（新地式）や弥生土器（天王山式）が出

土した。この付近は，隈戸川がＵ字型に大きく湾曲する場所である。黒褐色土層と黄褐色砂層が交互にあら

図３２ 大信村の遺跡

表１３ 大信村所在遺跡試掘調査成果一覧

田ノ沢Ｃ遺跡（南から）

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 田ノ沢Ｃ遺跡 ３０，９００� ３０，９００� ２０，０００� ０� 製鉄炉・廃滓場・土坑 縄文・弥生土器・羽口・鉄滓

２ 田ノ沢Ｇ遺跡 １３，０００� １３，０００� ２，９００� ０� 廃滓場・土坑 鉄滓・縄文土器・石箆

３ Ｂ１（田ノ沢Ｈ遺跡） ６４，３００� ６４，３００� １，６００� ０� 製鉄炉・溝跡 鉄滓

４ Ｂ６ １，０００� １，０００� ０� ０�
５ Ｂ７ ２，４００� ２，４００� ０� １，５００�

大信村計 １１１，６００� １１１，６００� ２４，５００� １，５００�
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図３３ 田ノ沢Ｃ遺跡トレンチ配置図
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３０号トレンチ�

２（２９Ｔ　ＬⅦ）�
３（４３Ｔ　ＬⅣ）�

１（３０Ｔ　ＳＫ　�３）�

溶着滓�

ＳＫ�

われ，砂層が厚いことから隈戸川の氾濫原であると考えられる。出土遺物は，いずれも河川による再堆積と

思われる黄褐色砂層から出土した。また，１ＴのＬ�黄褐色砂層から羽口が出土している。出土状況からこ

れらの出土遺物は，上流域からの流出物である可能性が大きいと考えられる。東部の１０Ｔおよび西部に設け

た２２Ｔ・２５Ｔ・３０Ｔ付近に，平坦面とその下位に大量の鉄滓が散布する場所がある。これらのトレンチでは，

製鉄炉の基礎構造と廃滓場を確認している。人工的な平坦面の下位に廃滓場があることから，周囲に製鉄関

連遺構が存在すると考えられる。また，４７Ｔ～４９Ｔの斜面上位に廃滓場を確認した。

１０Ｔにおいて，製鉄炉の基礎と考えられる構築物を確認した。北にわずかな高まりがあることから，フイ

表１４ 田ノ沢Ｃ遺跡トレンチ一覧

図３４ 田ノ沢Ｃ遺跡検出遺構・出土遺物

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１Ｔ 羽口 ３０Ｔ 土坑・廃滓場 ３３� 〇 縄文土器・鉄滓

３Ｔ 縄文土器 ３３Ｔ 土器小片

１０Ｔ 製鉄炉 ６６� 〇 鉄滓 ３４Ｔ 土器小片

２２Ｔ 製鉄炉 ６０� × 鉄滓 ３６Ｔ 羽口・鉄滓

２５Ｔ 廃滓場 １５� × 鉄滓 ４０Ｔ 旧河道 ３０� 〇 弥生土器

２６Ｔ 廃滓場 １４� × 鉄滓 ４２Ｔ 縄文土器

２９Ｔ 廃滓場 ４０� 〇 羽口・鉄滓 ４３Ｔ 弥生土器
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ゴ座の存在が推定される。２２ＴのＬ�黒褐色土面で，幅１．２ｍほどの粘土による構築物を確認した。トレンチ

を設けた平場の下位に多量の鉄滓が散布していることから，この構築物は製鉄に関連する施設の一部と考え

られる。３０ＴのＬ�褐色砂質土において，楕円形の土坑を確認した。大きさは長軸１５５�，短軸１２５�ほどで，

検出面からの深さは３０�あまりである。土坑底面近くの�３黒褐色土から縄文土器（浮島式）が出土してい

る。５８ＴのＬ�黒褐色土層からも縄文土器が出土している。

［ま と め］ 製鉄炉基礎構造や廃滓場を確認したトレンチの周囲に，人為的と見られる平坦面があり，製

鉄関連遺構の存在が認められる。そのため，これらのトレンチの周囲と土坑を確認した３０Ｔの周辺２０，０００�の

保存が必要である。

た さわ

２．田ノ沢Ｇ遺跡

所 在 地 大信村隈戸字田ノ沢

調査対象面積 １３，０００� トレンチ数 ３３本

保 存 面 積 ２，９００�

調 査 期 間 平成１３年１１月１３日～１２月２０日

検 出 遺 構 土坑・廃滓場

出 土 遺 物 縄文土器・石箆・鉄滓

［概 要］ 田ノ沢Ｇ遺跡は，平成１０年度に大信

村教育委員会が行った表面調査により，近世の製鉄

関連遺跡として登録された。標高４７０ｍ弱の丘陵上と，その東向斜面に立地している。本遺跡は，隈戸林道の

東に位置し，南境は隈戸川の支流鳶ヶ沢に，北境は東流する隈戸川に接している。隈戸川をはさみ北にＢ４，

鳶ヶ沢をはさみ東にＢ１１が隣接している。遺跡の大部分は国有林野で，ナラ・コナラ等の落葉低潅木林とサ

図３５ 田ノ沢Ｇ遺跡トレンチ配置図

田ノ沢Ｇ遺跡（北から）
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１９号トレンチ�

（１/８０）�

（２/５）�
０�

（１/２）�

サ藪になっている。なお，国有林野内での試掘調査のため，立木保護の観点からトレンチの大きさや設定場

所が制約されトレンチによる調査面積は限られたものとなった。

［遺構・遺物］ 遺跡のほぼ中央，丘陵上の平坦面に設けた１９Ｔ～２１Ｔ，２７Ｔ～３０Ｔで土坑を確認した。トレ

ンチ断面の観察から，これらの土坑は地表から３０～４０�下の暗褐色または黒褐色土層上面から掘り込まれ，

その深さは３０～５０�ほどであると確認した。土坑掘り込み面の上層から縄文土器が出土しており，土坑は，

これらの遺物と同じ時期に属するものと考えられる。

２２Ｔ・２６Ｔ・２９Ｔ・３０Ｔから縄文土器が出土した。いずれも，土坑を掘り込んだ層位と同じ暗褐色または黒

褐色土層から出土している。また，２６Ｔからは縄文土器とともに石箆と石核が出土している。出土した遺物

は，縄文時代中期から後期に属するものと考えられる。

［ま と め］ 以上の調査結果から，遺跡中央部の丘陵平坦面を中心とする２，９００�の保存が必要である。

遺跡北東端部の斜面に，田ノ沢Ｃ遺跡に見られるような，平坦面とその下位に大量の鉄滓が散布する場所が

あり，この付近に製鉄関連遺構の存在が考えられる。

た さわ

３．Ｂ１（田ノ沢Ｈ遺跡）

所 在 地 大信村隈戸字大間ヶ嶽

調査対象面積 ６４，３００� トレンチ数 ８８本

保 存 面 積 １，６００�以上

調 査 期 間 平成１３年１２月６日～２０日

検 出 遺 構 製鉄炉

出 土 遺 物 鉄滓

［概 要］ Ｂ１は，平成１０年度に大信村教育委

員会が行った表面調査により遺跡推定地とされた場

表１５ 田ノ沢Ｇ遺跡トレンチ一覧

図３６ 田ノ沢Ｇ遺跡検出遺構・出土遺物

Ｂ１（西から）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１９Ｔ 土坑 ７０� 〇 ２７Ｔ 土坑 ×

２０Ｔ 土坑 ３５� 〇 ２８Ｔ 土坑 ４０� 〇

２１Ｔ 土坑 ４０� 〇 ２９Ｔ 土坑 ４０� 〇 縄文土器

２２Ｔ 縄文土器 ３０Ｔ 土坑 × 縄文土器

２６Ｔ 縄文土器・石箆

第２章 試掘調査

３２



５６５６０
�５５５５５
�

５５５５０
�

５４５４５�

５４５４０�

５３５３５
�

５６０
�５５５
�

５５０
�

５４５�

５４０�

５３５
�

５３５３０
�

５２５２５
�

５３０
�

５２５
�

５２５２０
�

５１５１５
�５１５１０
�

５０５００
�

４９４９５
�

４９４９０
�

４８４８５
�

５２０
�

５１５
�５１０
�

５００
�

５０５０５
�

５０５
�４９５

�

４９０
�

４８５
�

４８４８０
�

４８０
�

県
道
矢
吹
天
栄
線

県
道
矢
吹
天
栄
線�

県
道
矢
吹
天
栄
線�

田
ノ
沢
林
道

田
ノ
沢
林
道�

田
ノ
沢
林
道�

４７４７５
�

４７５
�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

廃滓場�

除　外�除　外�

保　存�保　存�

１Ｔ�２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�
５Ｔ�

６Ｔ�
７Ｔ�

８Ｔ�９Ｔ�

１０Ｔ�
１１Ｔ�

１２Ｔ�

１３Ｔ�
１４Ｔ�

１５Ｔ�

１６Ｔ�
１７Ｔ�

１８Ｔ�

１９Ｔ�
２０Ｔ�

２１Ｔ�

２２Ｔ�

２３Ｔ�

２４Ｔ�

２５Ｔ�
２６Ｔ�

２７Ｔ�
２８Ｔ�

２９Ｔ�

３０Ｔ�

３１Ｔ�

３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�
３８Ｔ�

３９Ｔ�

４０Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�

４５Ｔ�

４６Ｔ�

４７Ｔ�

４８Ｔ�

４９Ｔ�

５０Ｔ�

５１Ｔ�
５２Ｔ�

５３Ｔ�５４Ｔ�

５５Ｔ�
５６Ｔ�

５７Ｔ�
５８Ｔ�

５９Ｔ� ６０Ｔ�

６１Ｔ�
６２Ｔ�

６３Ｔ�

６４Ｔ�

６５Ｔ�

６６Ｔ�

６７Ｔ�６８Ｔ�６９Ｔ�
７０Ｔ�

７１Ｔ�

７２Ｔ�

７３Ｔ�

７４Ｔ�

７５Ｔ�

７６Ｔ�

７７Ｔ�

７８Ｔ�

７９Ｔ�

８０Ｔ�

８１Ｔ�

８２Ｔ�

８３Ｔ�

８４Ｔ�

８５Ｔ�

８６Ｔ�８７Ｔ�

８８Ｔ�

１Ｔ�２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�
５Ｔ�

６Ｔ�
７Ｔ�

８Ｔ�９Ｔ�

１０Ｔ�
１１Ｔ�

１２Ｔ�

１３Ｔ�
１４Ｔ�

１５Ｔ�

１６Ｔ�
１７Ｔ�

１８Ｔ�

１９Ｔ�
２０Ｔ�

２１Ｔ�

２２Ｔ�

２３Ｔ�

２４Ｔ�

２５Ｔ�
２６Ｔ�

２７Ｔ�
２８Ｔ�

２９Ｔ�

３０Ｔ�

３１Ｔ�

３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�
３８Ｔ�

３９Ｔ�

４０Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�

４５Ｔ�

４６Ｔ�

４７Ｔ�

４８Ｔ�

４９Ｔ�

５０Ｔ�

５１Ｔ�
５２Ｔ�

５３Ｔ�５４Ｔ�

５５Ｔ�
５６Ｔ�

５７Ｔ�
５８Ｔ�

５９Ｔ� ６０Ｔ�

６１Ｔ�
６２Ｔ�

６３Ｔ�

６４Ｔ�

６５Ｔ�

６６Ｔ�

６７Ｔ�６８Ｔ�６９Ｔ�
７０Ｔ�

７１Ｔ�

７２Ｔ�

７３Ｔ�

７４Ｔ�

７５Ｔ�

７６Ｔ�

７７Ｔ�

７８Ｔ�

７９Ｔ�

８０Ｔ�

８１Ｔ�

８２Ｔ�

８３Ｔ�

８４Ｔ�

８５Ｔ�

８６Ｔ�８７Ｔ�

８８Ｔ�

図３７ Ｂ１（田ノ沢Ｈ遺跡）トレンチ配置図
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所である。標高４７０ｍから５３０ｍの丘陵南向き斜面に立地している。県道矢吹天栄線の北に位置し，南に田ノ

沢Ｃ遺跡がある。Ｂ１は，国有林野内にあり，スギ・ヒノキ等の人工林，ならびにナラ・ブナ等の落葉広葉

樹の林である。

調査範囲は，ダム建設にともなう土取場および付替道路の建設予定地となっている。調査範囲南端を起点

として，中央を田ノ沢林道が北東方向に貫いている。林野内には，過去に伐採木の搬出に用いたと思われる

作業道，および重機等で掘削したと思われる窪地が存在するものの，いずれも荒廃が著しい。

立木を保護するため，トレンチの設定場所，大きさが限られ，トレンチによる調査面積は限られたものと

なった。

［遺構・遺物］ 調査範囲北部に位置する，沢の東斜面に設定した８３Ｔにおいて製鉄炉の一部と考えられる掘

形を確認した。周辺に多量の鉄滓が散らばり，廃滓場が形成されている。この製鉄関連遺構の時期を確定す

る遺物は出土していないものの，南に隣接する田ノ沢Ｃ遺跡で同様の遺構を確認していることから，田ノ沢

Ｃ遺跡と同じ時期のものと思われる。その他のトレンチで遺構・遺物を確認することはできなかった。

［ま と め］ 以上の調査結果から，８３Ｔ周辺に製鉄関連遺構の存在が推定され，その周囲１，６００�以上の保

存が必要である。また，８３Ｔの北西に位置する沢沿いの調査範囲外に製鉄関連遺構の存在する可能性が考え

られる。Ｂ１は，製鉄関連遺跡と考えられることから「田ノ沢Ｈ遺跡」と称する。

４．Ｂ６

所 在 地 大信村隈戸字田ノ沢 調 査 期 間 平成１３年１１月８日

調査対象面積 １，０００� トレンチ数 ７本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ Ｂ６は，田の沢ダム建設にともなって行われる，仮廻し県道と横道林道の付け替え工事の予

定地にある。路線確定により道路中心杭が打設されたことから，工程上優先度の高いこの路線周辺の再確認

調査を行った際に集落跡の可能性を指摘された場所である。丘陵の北向き緩斜面の国有林野内に位置し，現

況はスギの人工林となっている。なお，再確認調査の際，この他にＢ７～Ｂ１１の５地点を確認している。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査では，遺構や遺物を認めることはできず，調査範囲については遺跡と

して取り扱わない。

５．Ｂ７

所 在 地 大信村隈戸字田ノ沢 調 査 期 間 平成１３年１１月９日～１３日

調査対象面積 ２，４００� トレンチ数 １４本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ Ｂ７は，田の沢ダム建設によって行われる，県道矢吹天栄線の仮廻し工事，および横道林道

の付け替え工事予定地にある。路線確定により道路中心杭が打設されたことから，工程上優先度の高い路線

周辺の再確認調査をおこない，その際に集落跡の可能性を指摘された場所である。丘陵の北向き緩斜面に立

地し，現況はスギの人工林と落葉広葉樹林となっている。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査では，遺構や遺物を認めることはできず調査範囲内は遺跡として取り

扱わない。なお，Ｂ７の南東部分１，５００�は，立木が密集していたため調査を実施しなかった。
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第４節 常磐自動車道建設予定地

常磐自動車道は，東京外環自動車道との分岐点である三郷ＪＣＴ（埼玉県三郷市）を起点とし，宮城県仙

台市に至る計画総延長約３３９�の高速自動車国道である。これまでに，三郷ＪＣＴからいわき四倉ＩＣ（延長

約１８８�）間が開通しており，計画延長の約５５％が開通・供用されている。なお，いわき四倉ＩＣから広野Ｉ

Ｃ間の約１４�については，２００２年３月開通した。

常磐自動車道のいわき四倉ＩＣ以北建設に関連する遺跡分布調査は，平成６年度に始まり，平成１３年度で

図３８ Ｂ６トレンチ配置図

図３９ Ｂ７トレンチ配置図
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Ｔ－Ｂ２５�

後作Ａ遺跡�

大石原遺跡�

清水遺跡�

０� １,０００ｍ�
（１/４０,０００）�

平成13年度試掘調査箇所�

図４０ 富岡町の遺跡

表１６ 富岡町所在遺跡試掘調査成果一覧

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 後作Ａ遺跡 ２２，０００� ７，８３０� ４，６００� ４，７７０� 住居跡（縄文）・土坑 縄文土器

２ 大石原遺跡 ２２，１００� １，８４０� ０� ０�

３ 清水遺跡 １９，０７０� ４，６７０� ０� ０�

４ Ｔ－Ｂ２５ ７，０００� ７，０００� ０� ０�

富岡町計 ７０，１７０� ２１，３４０� ４，６００� ４，７７０�
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Ｆ－Ｂ３�

Ｆ－Ｂ２�

Ｆ－Ｂ１�

萩平遺跡�

平成13年度試掘調査箇所�

０� １,０００ｍ�
（１/４０,０００）�

８年目となる。この間，平成８年度にいわき市地区，平成１１年度に広野町地区，平成１２年度に楢葉町地区の

試掘調査を終了した。

平成１３年度は，双葉郡内の富岡町と双葉町に所在する４遺跡４推定地を対象として試掘調査を実施した。

調査期間は４月１１日～１２日，５月９日～６月６日，１１月１４日～１２月１４日の３時期である。富岡町所在の後作Ａ

遺跡については，平成１３年１１月に発掘調査を終えている。

� 富岡町の遺跡

うしろさく

１．後作Ａ遺跡（第３次試掘調査）

所 在 地 富岡町上手岡字後作

調査対象面積 ７，８３０� トレンチ数 １６本

保 存 面 積 ４，６００�（累計６，４００�）

調 査 期 間 平成１３年５月９日～１８日

検 出 遺 構 竪穴住居跡・土坑

出 土 遺 物 縄文土器

［概 要］ 後作Ａ遺跡は，縄文時代や奈良・平

安時代の遺物散布地として発見された遺跡である。平成６年度に実施された表面調査において，縄文早期大

図４１ 双葉町の遺跡

表１７ 双葉町所在遺跡試掘調査成果一覧

３８Ｔ遺構検出状況（北から）

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 萩平遺跡 ５００� ５００� ０� ０�
２ Ｆ－Ｂ１ ６，６００� ４，２００� ０� ２，４００�
３ Ｆ－Ｂ２ ５，５００� ５，５００� ０� ０�
４ Ｆ－Ｂ３ ２７，０００� １０，０００� ０� １７，０００� 土坑 陶器

双葉町計 ３９，６００� ２０，２００� ０� １９，４００�
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平式の土器片が採集され，縄文時代の散布地として再確認された（福島県教育委員会１９９５『福島県内遺跡分

布調査報告１』）。

後作Ａ遺跡は，Ｔ－Ｂ１７地点から大石原・日南郷遺跡と同じ台地上に立地し，家老沢を隔て南に後作Ｂ遺

跡，北にＴ－Ｂ２３，東にＴ－Ｂ２１，Ｔ－Ｂ２２と隣接している。

本遺跡の試掘調査は，平成９・１１年度の２度実施している（福島県教育委員会１９９８，２０００『福島県内遺跡分

布調査報告４』，『同６』）。平成９年度の調査において，町道北側の休耕田に設けた複数のトレンチから縄文

早期末葉の土器片が出土している。また，この際，３Ｔにおいて土坑を検出し，これまでに町道北側の休耕

田１，８００�の保存が必要とされている。

図４２ 後作Ａ遺跡トレンチ配置図
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［遺構・遺物］ 調査範囲西寄りの宅地跡に設けた３４Ｔ・３８Ｔ・４０Ｔにおいて遺構を確認した。

３４Ｔで確認した遺構は，竪穴住居跡と土坑である。確認層位は，地表下５０�のＬ�明褐色土である。土器

が埋設されており，その周囲が強く焼けていることから炉跡と考えられる。

３８Ｔの地表下５０�のＬ�明褐色土上面において，竪穴住居跡と考えられる遺構と土坑を確認した。サブト

レンチの断面において明瞭な立ち上がりを認めたことから住居跡と推定した。

４０Ｔでは４基の土坑を確認した。確認層位は，地表から３８�下のＬ�明褐色土である。

宅地跡に設けた多くのトレンチから縄文時代早期～中期・晩期の土器が出土している。

［ま と め］ 本年度の試掘調査では，竪穴住居跡や土坑を確認し，遺構に伴って縄文土器が出土している。

このことから，前年度までの調査成果と合わせ，６，４００�の保存が必要である。なお，この６，４００�については，

平成１３年１１月に発掘調査を終了している。その際出土した埋設土器に３４Ｔ出土の遺物が接合している。

建設予定地内においては，追加買収された東側の３，０００�と合わせ４，７７０�が未試掘となっている。

表１８ 後作Ａ遺跡トレンチ一覧

図４３ 後作Ａ遺跡検出遺構・出土遺物

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

３４Ｔ 住居跡（縄文）・土坑 ５９� 〇 縄文土器 ４３Ｔ 縄文土器（晩期）

３６Ｔ 縄文土器 ４５Ｔ 縄文土器

３８Ｔ 土坑 ６０� 〇 縄文土器（前期） ４６Ｔ 縄文土器

３９Ｔ 縄文土器 ４７Ｔ 縄文土器

４０Ｔ 土坑 ３８� × 縄文土器 ４８Ｔ 縄文土器（中期）

４１Ｔ 縄文土器 ４９Ｔ 縄文土器（早期）

第４節 常磐自動車道建設予定地

３９



７９.６�

７８.７�

６５.７� ６５
�

６０
�

６５
�

５５
�

７７.４�

７６.７�

６５.７� ６５
�

６０
�

６５
�

５５
�

０�

０�０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

除　外�

１Ｔ�

２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�
６Ｔ�

１０Ｔ�

１１Ｔ�
１２Ｔ�

１３Ｔ�

１４Ｔ�

１５Ｔ�

１６Ｔ�

１７Ｔ�

１８Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�

４５Ｔ�

４６Ｔ�

４７Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

４Ｔ�

１４Ｔ�

１６Ｔ�

１７Ｔ�

１８Ｔ�

２４Ｔ�
２５Ｔ� ２６Ｔ�

２７Ｔ�

２８Ｔ�

３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�

３８Ｔ�

３９Ｔ�

４０Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�
４５Ｔ�

４６Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

４Ｔ�

１４Ｔ�

１６Ｔ�

１７Ｔ�

１８Ｔ�

２４Ｔ�
２５Ｔ� ２６Ｔ�

２７Ｔ�

２８Ｔ�

３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�

３８Ｔ�

３９Ｔ�

４０Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�
４５Ｔ�

４６Ｔ�

除　外�除　外�

７９.６�

７８.７�

６５.７� ６５
�

６０
�

６５
�

５５
�

７７.４�

７６.７�

７９.６�

７８.７�
７７.４�

７６.７�

０�０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

０�

除　外�除　外�

１Ｔ�

２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�
６Ｔ�

１０Ｔ�

１１Ｔ�
１２Ｔ�

１３Ｔ�

１４Ｔ�

１５Ｔ�

１６Ｔ�

１７Ｔ�

１８Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�

４５Ｔ�

４６Ｔ�

４７Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

４Ｔ�

１４Ｔ�

１６Ｔ�

１７Ｔ�

１８Ｔ�

２４Ｔ�
２５Ｔ� ２６Ｔ�

２７Ｔ�

２８Ｔ�

３２Ｔ�

３３Ｔ�

３４Ｔ�

３５Ｔ�

３６Ｔ�

３７Ｔ�

３８Ｔ�

３９Ｔ�

４０Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�
４５Ｔ�

４６Ｔ�

６Ｔ�
１０Ｔ�

１１Ｔ�
１２Ｔ�

１３Ｔ�

１４Ｔ�

１５Ｔ�

１６Ｔ�

１７Ｔ�

１８Ｔ�

４１Ｔ�

４２Ｔ�

４３Ｔ�

４４Ｔ�

４５Ｔ�

４６Ｔ�

４７Ｔ�

除　外�

おおいしはら

２．大石原遺跡（第５次試掘調査）

所 在 地 富岡町上手岡字大石原

調査対象面積 １，８４０� トレンチ数 ７本

保 存 面 積 ０�

調 査 期 間 平成１３年４月１１日・１２日

検 出 遺 構 なし

出 土 遺 物 なし

［概 要］ 大石原遺跡は，富岡川左岸の河岸

段丘上に立地する縄文時代の遺跡である。北側で

日南郷遺跡と南東側でＴ－Ｂ１７と近接している。

平成６年度，福島県教育委員会が実施した表面調

査によって平安時代・近世を含む遺跡として確認

された（『福島県内遺跡分布調査報告１』）。

［ま と め］ 遺跡内の宅地跡を中心に７本のト

レンチを設けて調査を行った。調査の結果，遺構

や遺物は確認できなかった。前年度までの試掘調

査の結果と合わせ，大石原遺跡の調査対象範囲に

ついては保存の必要はない。

し みず

３．清水遺跡（第５次試掘調査）

所 在 地 富岡町上郡山字清水

調査対象面積 ４，６７０� トレンチ数 ７本

保 存 面 積 ０�

調 査 期 間 平成１３年１１月１４日～１６日

検 出 遺 構 なし

出 土 遺 物 なし

［概 要］ 清水遺跡は，紅葉川左岸の河岸段

丘に立地し，岩井戸東遺跡・上郡Ａ遺跡の北に位

置している。調査範囲の現況は宅地である。

［ま と め］ 平成１３年度の調査範囲で遺構や遺

物を確認することはできなかった。前年度まで

に，２Ｔで木炭窯跡１基を確認している（『福島県

内遺跡分布調査報告３』）。しかし，遺物を伴わな

いこと，周辺のトレンチから近世以降の陶器片が

出土していることから，この木炭窯は近世以降の

ものと考えられる。以上のことから，清水遺跡の

調査範囲については，保存の必要はない。

図４４ 大石原遺跡トレンチ配置図

図４５ 清水遺跡トレンチ配置図
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所 在 地 富岡町大菅字蛇谷須 調 査 期 間 平成１３年５月２１日～６月６日

調査対象面積 ７，０００� トレンチ数 ４１本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ Ｔ－Ｂ２５は，平成６年度に実施された表面調査によって遺跡推定地とした場所である（福島

県教育委員会１９９５『福島県内遺跡分布調査報告１』）。縄文・弥生・平安時代の散布地として知られている蛇

谷須遺跡の西に位置し，蛇谷須遺跡と同じ段丘上に立地している。また，北東に，縄文～古墳時代の遺物散

布地として登録されている大熊町所在の蛇保遺跡が隣接している。現況は，スギの人工林である。

［ま と め］ 本年度の試掘調査では，遺構や遺物を認めることはできなかった。このため，調査範囲につ

いては遺跡として取り扱わない。

� 双葉町の遺跡

はぎたいら

１．萩平遺跡

所 在 地 双葉町山田字上萩平 調 査 期 間 平成１３年１１月２９日

調査対象面積 ５００� トレンチ数 ６本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ 萩平遺跡は，国道２８８号の北に位置する台地の南向き斜面部に立地している。縄文土器の散

布地として登録された周知の遺跡である。

平成１３年度は，遺跡西端部の山林５００�を対象に試掘調査を行った。

［ま と め］ 本年度の試掘調査では，遺構や遺物を確認することはできなかった。このため，建設予定地

内については保存の必要はない。

図４６ Ｔ－Ｂ２５トレンチ配置図

第４節 常磐自動車道建設予定地
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所 在 地 双葉町山田字羽黒沢 調 査 期 間 平成１３年１２月５日～１４日

調査対象面積 ４，２００� トレンチ数 １０本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ Ｆ－Ｂ１は，縄文時代の集落跡の可能性を指摘された場所である（福島県教育委員会１９９７

『福島県内遺跡分布調査報告３』）。東羽黒溜池の東に位置する丘陵の尾根上に立地している。現況はクヌギ

・ナラ等の低灌木林である。

平成１３年度は，常磐自動車道建設予定地内の４，２００�を対象に試掘調査を行った。

［ま と め］ 本年度の試掘調査の範囲内では，遺構や遺物を確認することはできなかった。このため，本

年度の調査範囲は遺跡として取り扱わない。なお，推定地の南側部分２，４００�は未試掘である。

図４７ 萩平遺跡・Ｆ－Ｂ３トレンチ配置図
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所 在 地 双葉町山田字羽黒沢 調 査 期 間 平成１３年１１月２９日～１２月５日

調査対象面積 ５，５００� トレンチ数 １７本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ Ｆ－Ｂ２は，平成８年度の表面調査によって，縄文時代の集落跡の可能性を指摘された場所

である（福島県教育委員会１９９７『福島県内遺跡分布調査報告３』）。

東羽黒溜池の北東に位置する標高１００ｍ弱の丘陵尾根上に立地し，Ｆ－Ｂ１の北に位置している。現況はク

ヌギやナラなどの低灌木林である。

［ま と め］ 調査範囲５，５００�に１７本のトレンチを設定し調査を行った。平成１３年度の試掘調査では，遺構

や遺物を確認することはできなかった。このことから，本年度の調査範囲は遺跡として取り扱わない。

図４８ Ｆ－Ｂ１・Ｂ２トレンチ配置図

第４節 常磐自動車道建設予定地
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所 在 地 双葉町山田字上萩平 調 査 期 間 平成１３年１１月１９日～２８日

調査対象面積 １０，０００� トレンチ数 ２２本 検 出 遺 構 土坑

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 陶器

［概 要］ Ｆ－Ｂ３は，縄文時代の集落跡の可能性を指摘された場所である（『福島県内遺跡分布調査

報告３』）。河岸段丘の最上部平坦面に立地している。萩平遺跡の北にあり，上萩平Ａ・Ｂ・Ｃ遺跡と隣接し

ている。平成１３年度は，推定地南側の１０，０００�について試掘調査を実施した。

［ま と め］ ３Ｔ・５Ｔ・１５Ｔで土坑を検出した。これらは，堆積土が柔らかく，付近のトレンチから相

馬焼と思われる陶片が出土していることから近現代のものと考えられる。以上のことから，調査範囲は遺跡

として取り扱わない。なお，町道南側の一部と町道北側の１７，０００�が未試掘となっている。

第５節 一般国道６号相馬バイパス建設予定地

一般国道６号相馬バイパスは，相馬市街地の交通混雑解消，沿道環境の改善，常磐自動車道相馬ＩＣへの

アクセス性の向上などを目的として昭和６２年より建設事業が行われている。この道路は，相馬市程田地内を

起点にし，相馬中核工業団地を経て新地町駒ヶ嶺地内の国道６号に至る総延長約９．９�の一般国道である。平

成１３年１１月に，主要地方道相馬亘理線から国道１１３号の間約２．２�について暫定２車線で供用された。

建設予定区間およびその周辺において，昭和６３年度に２２遺跡の遺跡を確認している（『相馬バイパス遺跡分

布調査報告�』）。また，平成１２年度の表面調査により，８遺跡と３遺跡推定地を新たに確認している（福島

県教育委員会２００１『福島県内遺跡分布調査報告７』）。

平成１３年度は，相馬市内の１遺跡と新地町に所在する２遺跡１推定地の試掘調査を実施した。

図４９ 相馬市の遺跡

表１９ 相馬市所在遺跡試掘調査成果一覧

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 本笑和田横穴墓群 ４，６００� ４，３００� ０� ０� 土師器・須恵器・古銭

相馬市計 ４，６００� ４，３００� ０� ０�

第２章 試掘調査
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もとわろう わ だ よこあな

１．本笑和田横穴墓群（第２次試掘調査）

所 在 地 相馬市本笑和田字西和田・馬場添 調 査 期 間 平成１３年６月２５日～７月６日

調査対象面積 ４，３００� トレンチ数 １０本 検 出 遺 構 小穴

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 土師器・須恵器・永楽通寶

［概 要］ 本笑和田横穴墓群は，

柴�古墳群の南に位置する南向き断

崖とその下位の平坦面とからなる。

平成１１年度の試掘調査により製塩関

連遺構の存在が指摘された（『福島県

内遺跡分布調査報告６』）。

平成１３年度の試掘調査は，断崖直

下の畑地とその南に位置する工場跡

地を対象に実施した。工場跡地は，

断崖直下の畑地より１ｍあまり低い

水田に盛土し造成したものである。

［ま と め］ 断崖直下の３Ｔ・５

Ｔにおいて，凝灰岩の岩盤に掘り込

図５０ 新地町の遺跡

表２０ 新地町所在遺跡試掘調査成果一覧

図５１ 本笑和田横穴墓群トレンチ配置図

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 山中Ｂ遺跡 １４，８００� ８，１００� ３，３５０� ６，７００� 土坑・溝跡・小穴 縄文土器・土師器・須恵器・陶磁器

２ 洞山Ａ遺跡 ２，７００� ８００� ０� １，９００�
３ ＳＴ－Ｂ２ ５，０００� １，３００� 未確定 ３，７００� 鉄滓

新地町計 ２２，５００� １０，２００� ３，３５０� １２，３００�
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２　（７Ｔ　ＬⅢ）�１　（７Ｔ　ＬⅢ）�

まれた小穴を確認した。６Ｔから須恵器，７Ｔから土師器杯が出土している。いずれも，崩落したと思われ

る凝灰岩の下，地表下２３０～２６０�のＬ�暗褐色粘質シルト層からの出土である。工場跡地に設けた１０Ｔ・１１Ｔ

において水路や暗渠を確認した。盛土下の水田面とほぼ同じレベルから掘り込まれており，近・現代のもの

と考えられる。以上のことから，横穴直下の小穴を確認した付近を除く畑地と工場跡地については保存する

必要はない。なお，横穴直下の平坦面については，平成１３年７月に発掘調査を終えている。

� 新地町の遺跡
やまなか

１．山中Ｂ遺跡

所 在 地 新地町駒ヶ嶺字山中

調査対象面積 ８，１００� トレンチ数 ２６本

保 存 面 積 ３，３５０�以上

調 査 期 間 平成１３年１１月１５日～２９日

検 出 遺 構 土坑・溝跡・小穴

出 土 遺 物 縄文土器・土師器・須恵器・陶磁器

［概 要］ 山中Ｂ遺跡は，昭和６３年度に実施し

た表面調査により発見された遺跡である（福島県教

育委員会１９９２『一般国道６号相馬バイパス遺跡分布調査報告�』）。旧新沼浦の最も奥まった丘陵部に位置し

ている。本遺跡には，相馬開発関連にともない昭和６０・６２年度に発掘調査を実施した山中遺跡・南川尻Ａ遺

跡が隣接している（福島県教育委員会１９９０『相馬開発関連遺跡調査報告�』）。

平成１３年１１月から試掘調査を実施した場所は，丘陵頂部とその裾部にあたる旧新沼浦の沖積地である。建

設予定地内のうち，住宅地部分とその周辺部，及び山中遺跡に隣接する水田部分を除く８，１００�を対象とした。

遺跡の現況は，丘陵頂部は畑地および山林，丘陵裾部の沖積地は畑地と水田である。

［遺構・遺物］ 丘陵東側の沖積地に設けた１Ｔ・２Ｔにおいて，基盤層である凝灰岩盤（Ｌ�）を刳り貫い

た溝跡を確認した。相馬開発関連で調査した近世の製塩遺跡である南川尻Ａ遺跡の南隣に位置することから，

図５２ 本笑和田横穴墓群出土遺物

表２１ 山中Ｂ遺跡トレンチ一覧

山中Ｂ遺跡（北から）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１Ｔ 溝跡 １００� 〇 陶磁器 １４Ｔ 溝跡 ３０� × 鉄滓

２Ｔ 溝跡・杭列 ７０� 〇 陶磁器 １５Ｔ 土坑 ４０� × 土師器

３Ｔ 土坑 １００� × １９Ｔ 縄文土器

７Ｔ 陶磁器 ２０Ｔ 溝跡 ３０� × 土師器・鉄滓

９Ｔ 陶磁器 ２１Ｔ 土坑・小穴 ７０� ×

１２Ｔ 陶磁器 ２４Ｔ 須恵器

１３Ｔ 溝跡 ３０� 〇 土師器 ２６Ｔ 土師器
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図５３ 山中Ｂ遺跡トレンチ配置図
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１０　（１３Ｔ　ＳＤ　�１）�

１１　（１３Ｔ　ＳＤ　�１）�

　１４号トレンチ堆積土�

Ⅰ　暗褐色シルト（１０ＹＲ３/３）�

Ⅱ　黄褐色砂質シルト（１０ＹＲ５/６）�

　２１号トレンチ堆積土�

Ⅰ　暗褐色シルト（１０ＹＲ３/４）�

Ⅱ　緑灰色シルト（１０ＧＹ６/１）�

Ⅲ　黒褐色シルト（１０ＹＲ３/１）�

Ⅳ　黒色シルト（１０ＹＲ１.７/１）�

Ⅴ　灰色砂質シルト（５Ｙ７/６）�

Ⅵ　オリーブ灰色シルト（５ＧＹ５/１）�

これに連続する製塩関連施設の可能性が考えられる。丘陵南東の裾部に，凝灰岩質砂岩を掘削し構築した横

穴がある。内壁に「明和九年」の紀年銘があることから，この横穴も製塩関連の施設と考えられる。

丘陵頂部の山林に設けた１３Ｔ・１４Ｔ・２０Ｔで溝跡を検出した。検出面は，地表から約３０～４０�掘り下げた

Ｌ�黄褐色砂質シルト上面である。１３Ｔの溝跡の検出面，及び�１より土師器杯が出土している。また，丘

陵頂部北西側において，縄文時代早期・前期の遺物包含層を確認した。遺物包含層はＬ�褐色シルトで，１０

～２０�の厚さである。この包含層は，１９Ｔの北西斜面に広がると考えられる。

丘陵北西側の沖積地に設定した２１Ｔでは，土坑１基と小穴６個を確認した。確認面は，地表から約７０�掘

り下げたＬ�灰色砂質シルト上面である。出土遺物はないものの，南川尻Ａ遺跡の北西側に位置することか

ら，製塩関係の施設である可能性が推定される。

［ま と め］ 試掘調査の結果から，図５３に示す合計３，３５０�の保存が必要である。なお，保存範囲は今回試

掘対象外であった宅地とその周辺部，及び山中遺跡に隣接する水田部分に連続する可能性がある。このため，

保存範囲を確定するためには，これらの部分６，７００�の試掘調査が必要である。

ほらやま

２．洞山Ａ遺跡

所 在 地 新地町駒ヶ嶺字洞山 調 査 期 間 平成１３年１２月５日～７日

調査対象面積 ８００� トレンチ数 ２本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

図５４ 山中Ｂ遺跡検出遺構・出土遺物・土層柱状図
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図５５ 洞山Ａ遺跡・ＳＴ－Ｂ２トレンチ配置図
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［概 要］ 洞山Ａ遺跡は，昭和５７年度に福島県教育委員会が実施した表面調査により発見された遺跡で

ある。武井地区の丘陵南西部に位置し，遺跡の西を国道６号が南北に走っている。本遺跡は，谷底地形に立

地し，現況は荒地となっている。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査によって遺構や遺物を認めることはできず，調査範囲の保存は必要な

い。しかし，６号バイパスの路線計画変更にともない，新たに試掘調査の必要が生じている。

３．ＳＴ－Ｂ２

所 在 地 新地町駒ヶ嶺字洞山 調 査 期 間 平成１３年１１月２９日～１２月５日

調査対象面積 １，３００� トレンチ数 １１本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 未確定 出 土 遺 物 鉄滓

［概 要］ ＳＴ－Ｂ２は，平成１２年度実施の表面調査によって発見された場所である（『福島県内遺跡

分布調査報告７』）。近隣に洞山Ａ遺跡，及び昭和６０年度に発掘調査を実施した洞山Ｃ・Ｄ・Ｅ遺跡が所在す

る（福島県教育委員会１９８９『相馬開発関連遺跡調査報告�』）。現況は果樹園である。

［ま と め］ 調査の結果，１Ｔより鉄滓が出土した。今回は立木の間をぬっての調査のため，地山面まで

掘削することができず，十分な調査を行えなかった。条件整備の後，再度確認する必要があると考えられる。

第６節 県営かんがい排水事業相馬第二地区予定地

県営かんがい排水事業相馬第二地区は，相双地区北部，相馬市から新地町にかけての地域における農業用

水の安定的な確保を目指して行われているかんがい排水事業である。相馬市と新地町にまたがる工区内およ

びその周辺部において，昭和６３年度の

表面調査により６１遺跡の存在を確認し

ている（福島県教育委員会１９８９『相馬

地区遺跡分布図４』）。また，平成１３年

１０月に実施した表面調査により，新地

町内に落合遺跡と遺跡推定地３ヵ所，

相馬市内に遺跡推定地２ヵ所を確認し

ている（本書６６頁）。

本年度は，相馬市所在の堂ヶ平Ａ遺

跡とＳＭ－Ｂ１０１を対象に試掘調査を実

施した。調査期間は，平成１３年１２月７

日～１８日である。図５６ 相馬市の遺跡

表２２ 相馬市所在遺跡試掘調査成果一覧

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 堂ヶ平Ａ遺跡 ８００� ４５０� ０� ３５０�

２
ＳＭ－Ｂ１０１
（宿仙木Ａ遺跡）

２，０００� １，０００� １，０００� １，０００� 住居跡（縄文・平安）・土坑
縄文土器・弥生土器
土師器・石器

相馬市計 ２，８００� １，４５０� １，０００� １，３５０�

第２章 試掘調査
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０
�

９５
�

９０
�

８５
� ０� ５０ｍ�

（１/２,０００）�

１Ｔ�

用水路建設予定地�

２Ｔ�

３Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�

未
試
掘�

除
　
外�

どう が たいら

１．堂ヶ平Ａ遺跡

所 在 地 相馬市黒木字堂ヶ平 調 査 期 間 平成１３年１２月７日～１２日

調査対象面積 ４５０� トレンチ数 ５本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 鉄滓

［概 要］ 堂ヶ平Ａ遺跡は，縄文土器・鉄滓の散布地として登録された周知の遺跡である。小泉川右支

川中流域の丘陵頂部から裾部に広がる緩斜面に立地している。

平成１３年度は，用水路建設予定地８００�のうち南半部４５０�を対象に試掘調査を実施した。現況は荒地および

休耕田である。

［ま と め］ 調査の結果，遺構は確認されなかった。遺物は３Ｔから鉄滓が出土したのみである。この鉄

滓は，表土からの出土であった。このことから，今回の調査範囲の保存は必要ない。

しゅくせん ぎ

２．ＳＭ－Ｂ１０１（宿仙木Ａ遺跡）

所 在 地 相馬市大字黒木字宿仙木

調査対象面積 １，０００� トレンチ数 １０本

保 存 面 積 １，０００�

調 査 期 間 平成１３年１２月１２日～１８日

検 出 遺 構 竪穴住居跡・土坑・小穴

出 土 遺 物 縄文土器・土師器・石器・陶磁器

［概 要］ ＳＭ－Ｂ１０１は，阿武隈山系東縁の

丘陵部に位置している。平成１３年１０月に実施した表

図５７ 堂ヶ平Ａ遺跡トレンチ配置図

宿仙木Ａ遺跡（北から）

第６節 県営かんがい排水事業相馬第二地区予定地
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１Ｔ�

用水路建設予定地�

未
試
掘
�

２Ｔ�

未試掘�

３Ｔ� ４Ｔ�

５Ｔ�
６Ｔ�

７Ｔ�
８Ｔ�

９Ｔ�

１０Ｔ�

保
　
存�

面調査の際に発見された（本書６６頁）。ＳＭ－Ｂ１０１は丘陵頂部の平坦面および南側斜面に立地し，現況は山

林である。平成１３年度の試掘調査は用水路建設予定地１，３００�のうち，農道と共有する範囲３００�を対象に行う

予定であった。しかし，農道の下に用水路を設置することから，農道建設予定地を含めた１，０００�について試

掘調査を行うこととなった。

［遺構・遺物］ 調査区内に１０本のトレンチを配して試掘調査を行った。丘陵頂部に設けた４ＴのＬ�暗褐色

シルトより縄文時代後期初頭の縄文土器片が多数出土した。トレンチ断面の観察から，土坑と重複するよう

な状況で竪穴住居跡を確認した。このことから，これらの縄文土器はこの住居跡に伴うものである可能性が

高い。住居跡確認面は地表より約２０�掘り下げたＬ�上面である。３Ｔ断面のＬ�上面においても土坑を確

図５８ ＳＭ－Ｂ１０１（宿仙木Ａ遺跡）トレンチ配置図

表２３ ＳＭ－Ｂ１０１（宿仙木Ａ遺跡）トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み 種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

１Ｔ 弥生土器 ７Ｔ 住居跡・小穴 ２５� × 土師器

３Ｔ 土坑 ７０� 〇 石器 ８Ｔ 焼土塊

４Ｔ 住居跡・土坑 ７０� 〇 縄文土器 ９Ｔ 土師器

第２章 試掘調査
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ＳＫ�
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４号トレンチ�

（１/１２０）�

０� ５㎝�
（２/５）�
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（１/２）�

麻生館遺跡�

荒屋敷遺跡�

０� １,０００ｍ�

（１/２５,０００）�

平成13年度試掘調査箇所�

認している。また、このトレンチ

のＬ�暗褐色シルトより石匙が１

点出土している。

丘陵南側斜面の７Ｔにおいて，

竪穴住居跡と小穴２個を検出した。

検出面は，ともに地表から約３０�

掘り下げたＬ�黄褐色シルト上面

である。住居跡検出面より土師器

甕が出土している。

斜面裾部の１０Ｔにおいて遺構・

遺物を認めることはできなかった。

［ま と め］ 試掘調査の結果，丘陵頂部の４Ｔで縄文時代の竪穴住居跡を確認し，丘陵南側斜面の７Ｔに

おいては奈良・平安時代の竪穴住居跡を確認した。以上のことから，今回試掘調査した１，０００�についての保

存が必要である。ＳＭ－Ｂ１０１は縄文時代及び奈良・平安時代の複合する集落跡であると考えられ，所在地の

字名から名称を「宿仙木Ａ遺跡」とした。

第７節 地域高規格道路（会津縦貫北道路）建設予定地

会津縦貫北道路は，都市部と中山間地域との連携・交流の促進と都市や産業，観光資源などを有機的に結

び，移動時間などの交流条件の格差是正を目的とした地域高規格道路である。平成９年度より，喜多方市関

柴町から会津若松市高野町の延長１３．１�についての事業が行われている。

図６０ 塩川町の遺跡

図５９ ＳＭ－Ｂ１０１（宿仙木Ａ遺跡）検出遺構・出土遺物

第７節 会津縦貫北道路建設予定地
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１６Ｔ�

１３Ｔ�
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１１Ｔ�

１０Ｔ�

９Ｔ�

８Ｔ�

５Ｔ�
６Ｔ�

７Ｔ�
３Ｔ�

４Ｔ�
２Ｔ�

１Ｔ�

あらやし き

１．荒屋敷遺跡（第２次試掘調査）

所 在 地 塩川町遠田字荒屋敷

調査対象面積 ７，５００� トレンチ数 １６本

保 存 面 積 ２，１００�

調 査 期 間 平成１３年１２月１０日～１３日

検 出 遺 構 竪穴住居跡・溝跡・小穴・遺物包含層

出 土 遺 物 縄文土器・土師器・須恵器・磁器他

［概 要］ 平成１３年度は，荒屋敷遺跡の東部縁

辺部を対象に試掘調査を実施した。本遺跡の中央部

については，平成１２年度，第１次試掘調査を実施し

（福島県教育委員会２００１『福島県内遺跡分布調査報

告７』），平成１３年１２月に発掘調査を終えている。こ

れらの調査により，本遺跡は，縄文時代後期・晩期

から中近世にかかる複合遺跡であることが明らかと

なっている。遺跡を南北に貫流する排水路部分につ

いては，平成１２年度に塩川町教育委員会によって発

掘調査されている。

［遺構・遺物］１２Ｔ・１３ＴのＬ�黒褐色土中から９

世紀代と考えられる土師器と須恵器が出土した。ま

た，９Ｔにおいては，１２世紀後半と考えられる白磁

が出土し，１３Ｔから鉄製刀子が出土している。

３本のトレンチで遺構を確認した。９ＴのＬ�上

面で溝跡１条を確認した。断面の形状，大きさから

河川流路跡と考えられる。１０ＴのＬ�黄褐色土上面

において方形を基調とする遺構を確認した。形状と

大きさから竪穴住居跡と推定される。１３ＴのＬ�上

面において溝跡１条を検出した。Ｌ�は，平安時代

から中世にかけての遺物包含層と認められ，この溝

跡については，中世以降のものと考えられる。

表２４ 荒屋敷遺跡トレンチ一覧

荒屋敷遺跡（南から）

図６１ 荒屋敷遺跡トレンチ配置図

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

２Ｔ 須恵器

４Ｔ 土師器

９Ｔ 溝跡 ７５� 〇 土師器・磁器

１０Ｔ 住居跡・小穴 ７８� ×

１２Ｔ 須恵器

１３Ｔ 溝跡 ４８� × 土師器・須恵器・鉄器

１４Ｔ 縄文土器・土師器・磁器
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平成13年度試掘調査箇所�

［ま と め］ 調査範囲の中央に設けた９Ｔ～１３Ｔにおいて，遺物や遺構を確認した。Ｌ�・�とした黒褐

色土はこの周囲にのみ見られ，Ｌ�については古代から中世にかけての遺物包含層と認められる。以上の調

査成果から，調査範囲の中央部分２，１００�の保存が必要である。

第８節 一般国道２８９号南倉沢バイパス建設予定地

一般国道２８９号の南会津郡下郷町から西白河郡西郷村間は，那須火山帯に位置する急峻な甲子峠に阻まれ

交通不能区間となっている。南倉沢バイパスは，この交通不能を解消する甲子道路の一部であり，下郷町大

松川から同南倉沢に至る延長約６．２�の２車線道路である。

図６２ 荒屋敷遺跡検出遺構・出土遺物

図６３ 下郷町の遺跡

第８節 一般国道２８９号南倉沢バイパス建設予定地
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平成１３年度の試掘調査は，平成１３年７月に実施した表面調査の結果を受け（本書６９頁），周知の２遺跡と７

ヵ所の遺跡推定地を対象に実施した。調査地点は，いずれも観音川台地の上にあり，その土壌は沢田統，ま

たは二岐�統に分類されている。（福島県農地林務部１９７８『会津開発地域土地分類基本調査：田島』）。

な ぐらさわ

１．南倉沢遺跡

所 在 地 下郷町大字南倉沢字下ノ原他

調査対象面積 ４，３００� トレンチ数 １８本

保 存 面 積 ３，１００�

調 査 期 間 平成１３年１０月２２日～３０日

検 出 遺 構 遺物包含層

出 土 遺 物 縄文土器・磨製石斧・石皿

［概 要］ 南倉沢遺跡は昭和４５年頃，耕作中に

縄文土器１個体分が出土したといわれる周知の遺跡

である。本遺跡は，小谷川に面した段丘上に立地し，南に稲干場遺跡が隣接している。

南倉沢遺跡は２ヵ所に分割して登録されている（福島県教育委員会１９９６『福島県遺跡地図』）。平成１３年度の

試掘調査は，国道２８９号の東，南倉沢集落に接する範囲の一部を対象とした。

南北に延びる尾根上（標高７４５～７６５ｍ）と，その北東斜面に広がる畑・水田等（標高７３５～７４５ｍ）を対象に

試掘調査を行った。畑や水田の一部は，自然地形を削平し平坦面として利用したものである。

［遺構・遺物］ 試掘調査は，地形上の制約や作物の作付け状況により，２×２ｍや２×４ｍなどの小型のト

レンチを数多く設定し行った。尾根上と水田・畑部に，それぞれ９本のトレンチを設けた。

国道２８９号東の尾根上北端に設けた８Ｔから縄文時代早期の土器が出土している。出土層位は，地表から２０

�あまり下に現れるＬ�暗褐色シルト層である。

９Ｔ～１１Ｔを中心とする調査区北半から縄文土器・石器が出土した。縄文土器は，浮島式系の縄文土器が

主である。これらは，地表から２０～３０�下に見られるＬ�黒褐色シルト層より出土している。このＬ�黒褐

色シルト層は，１０～３０�の厚さで堆積しており，沼沢パミスと思われる黄橙色の火山性堆積物が混入する。

９Ｔにおいては，縄文時代後期に属する土器が集中して出土し，石皿も出土したことから住居跡の可能性を

考慮し精査を行った。しかしながら，本試掘調査においては，住居跡を確認するには至らなかった。１０Ｔ・

表２５ 下郷町所在遺跡試掘調査成果一覧

南倉沢遺跡（北東から）

� 遺 跡 名
遺跡工区内
面 積

平成１３年度調査
未試掘面積

平成１３年度調査

調査対象面積 保存面積 検出遺構 出土遺物

１ 南倉沢遺跡 ４，３００� ４，３００� ３，１００� ０� 遺物包含層（縄文） 縄文土器・磨製石斧・石皿

２ 稲干場遺跡 ８，０００� ８，０００� ６，２００� ０� 遺物包含層・土坑（縄文） 縄文土器

３ ＣＧ－Ｂ１ ５，８００� ５，８００� ０� ０� 縄文土器

４ ＣＧ－Ｂ２ ３，８００� ３，８００� ０� ０�

５ ＣＧ－Ｂ３ ９，３００� ９，３００� ０� ０�

６ ＣＧ－Ｂ４ ７，６００� ７，６００� ０� ０�

７ ＣＧ－Ｂ５ １６，６００� ２，９００� 未確定 １３，７００� 土坑（縄文）

８ ＣＧ－Ｂ６ ８，９００� ３，６００� ０� ５，３００�

９ ＣＧ－Ｂ７ ２８，３００� ２６，５００� 未確定 １，８００� 土坑（縄文）

下郷町計 ９２，６００� ７１，８００� ９，３００� ２０，８００�
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７５５�

７５５
７５５�

７５０
７５０�

７３７３５.９�

７３７３５.３�

７２７２１.９�

７３５７３５�

７３７３９.７�

７４７４０.４� ７４７４５�
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２８
９号
線�

７４８.４�

７５５�

７５５�

７５０�

７３５.９�

７３５.３�

７２１.９�

７３５�

７３９.７�

７４０.４� ７４５�

７３０�

７２５�

国道
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� ７４０

７４０�
７４０�
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７４５�
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１４Ｔ�
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１０Ｔ�
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１１Ｔ�
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１Ｔ�
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３Ｔ�
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４Ｔ�
５Ｔ�

８Ｔ�６Ｔ�

７Ｔ�

３Ｔ�

６Ｔ�
８Ｔ�

７Ｔ�

２Ｔ�４Ｔ�

５Ｔ�
１Ｔ�

９Ｔ�

除　外�

除　外�除　外�

保　存�

保　存�

南倉沢遺跡�

稲干場遺跡�

ＣＧ－Ｂ２�

０� ５０ｍ�

（１/２,０００００）�

１６Ｔ�

１５Ｔ�

１４Ｔ�

１３Ｔ�

１２Ｔ�

１０Ｔ�

１１Ｔ�
１１Ｔ�

１０Ｔ�

１３Ｔ�１５Ｔ�
１４Ｔ� １２Ｔ�

１６Ｔ�
１７Ｔ�

１８Ｔ�
１Ｔ�

２Ｔ�

３Ｔ�

９Ｔ�

４Ｔ�
５Ｔ�

８Ｔ�６Ｔ�

７Ｔ�

３Ｔ�

６Ｔ�
８Ｔ�

７Ｔ�

２Ｔ�４Ｔ�

５Ｔ�
１Ｔ�

９Ｔ�

除　外�

除　外�除　外�

保　存�

保　存�

南倉沢遺跡�

稲干場遺跡�

ＣＧ－Ｂ２�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

１６Ｔ�
南倉沢遺跡�

２８９号�

７４４.０ｍ�

５０㎝�

１００㎝�

　稲干場遺跡６号トレンチ堆積土�

ＬⅠ　黒褐色シルト（１０ＹＲ３/２）�

ＬⅡ　黒褐色シルト（１０ＹＲ３/１）�

ＬⅢ　にぶい黄褐色砂（１０ＹＲ５/３）�

　　　（火山性堆積物か？）�

ＬⅣ　黒褐色シルト（１０ＹＲ３/１）�

ＬⅤ　黒褐色シルト（１０ＹＲ３/２）�

　　　（黄・橙色の火山性堆積物を含む）�

ＬⅥ　黒褐色シルト（１０ＹＲ３/１）�

ＬⅦ　暗褐色砂質シルト（１０ＹＲ３/３）�

ＬⅧ　黄橙色砂質シルト（１０ＹＲ８/６）�

Ⅰ�

Ⅴ�

Ⅶ�

Ⅷ�

６Ｔ�
稲干場遺跡�

７４０.７ｍ�

５０㎝�

１００㎝�

１５０㎝�

２００㎝�

Ⅰ�

Ⅱ�

Ⅲ�

Ⅳ�

Ⅴ�

Ⅵ�

Ⅶ�

Ⅷ�

ＳＫ�

図６４ 南倉沢遺跡・稲干場遺跡トレンチ配置図

図６５ 南倉沢遺跡・稲干場遺跡土層柱状図

表２６ 南倉沢遺跡トレンチ一覧

表２７ 稲干場遺跡トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

８Ｔ 縄文土器・石器剥片

９Ｔ 縄文土器（前・後期）・石皿

１０Ｔ 縄文土器（前期）

１１Ｔ 縄文土器・磨製石斧

１３Ｔ 縄文土器（前期）

１４Ｔ 縄文土器

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

２Ｔ 縄文土器（後期）

３Ｔ 土坑（縄文） １９０� 〇

４Ｔ 縄文土器（後期）

６Ｔ 土坑（縄文） １０７� 〇

８Ｔ 縄文土器

９Ｔ 縄文土器（後期）

１１Ｔ 縄文土器

１３Ｔ 縄文土器

１４Ｔ 縄文土器

１５Ｔ 縄文土器
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０� ２㎝�
（１/２）�

０� ５㎝�
（２/５）�

１　南（８Ｔ　ＬⅡ）�

２　南（８Ｔ　ＬⅡ）�

３　稲（８Ｔ　ＬⅤ）�

４　南（１０Ｔ　ＬⅥ）�
５　南（９Ｔ　ＬⅤ）�

６　南（１１Ｔ　ＬⅢ）�

１０　南（１１Ｔ　ＬⅢ）�

９　南（１０Ｔ　ＬⅣ）�８　南（１１Ｔ　ＬⅢ）�７　南（１１Ｔ　ＬⅢ）�

１１　南（９Ｔ　ＬⅣ）�

１２　南（９Ｔ　ＬⅤ）�

１３　稲（１１Ｔ　ＬⅤ）�

１４　南（９Ｔ　ＬⅣ）�

１３　稲（９Ｔ　ＬⅤ）�

１９　南（９Ｔ　ＬⅣ）�

２０　南（９Ｔ　ＬⅣ）�

２２　南（１１Ｔ　ＬⅢ）�

２４　南（１１Ｔ　ＬⅢ）�

２３　南（８Ｔ　ＬⅡ）�

１８　南（９Ｔ　ＬⅣ）�

２１　稲（９Ｔ　ＬⅤ）�

１７　稲（２Ｔ　ＬⅤ）�

１６　稲（２Ｔ　ＬⅤ）�

図６６ 南倉沢遺跡・稲干場遺跡出土遺物
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１１Ｔにおいては，縄文時代前期の土器と磨製石斧が出土している。１４Ｔから出土した縄文土器は，耕作によ

り混入したものと考えられる。

［ま と め］ 尾根の北半部において確認した，縄文時代前期の遺物を多く含むＬ�黒褐色シルト層は，面

的に広がることから遺物包含層であると考えられる。９Ｔ～１１Ｔ付近においては，石皿を含む多数の遺物が

出土しており，この付近にＬ�黒褐色シルト層に掘り込まれた遺構があると推定される。３Ｔから南の範囲

においては，表土の直下にＬ�黄橙色砂質シルトがあり，遺物包含層は存在しない。

このれらのことから，平成１３年度の試掘調査対象範囲においては，尾根部の南半部及び水田部を除いた４

Ｔ～１３Ｔを含む３，１００�の保存が必要である。

いなぼし ば

２．稲干場遺跡

所 在 地 下郷町大字南倉沢字稲干場他

調査対象面積 ８，０００� トレンチ数 １６本

保 存 面 積 ６，２００�

調 査 期 間 平成１３年１０月２２日～１１月１日

検 出 遺 構 土坑・遺物包含層

出 土 遺 物 縄文土器

［概 要］ 稲干場遺跡は，昭和５３年に縄文土器

の散布地として発見された周知の遺跡である。地元

での聴き取りによると，平成５年頃に実施された農道拡張工事の際に多量の縄文土器が出土したという。

本遺跡は，遺跡北側に位置する小谷川に向かって延びる標高７３５～７５０ｍの谷地形に立地している。南倉沢

遺跡の南に位置し，西側の残丘上に遺跡推定地ＣＧ－Ｂ２がある。本遺跡の現況は水田・畑地および休耕田

である。

［遺構・遺物］ 調査対象範囲中央付近に設けた３Ｔ・６Ｔにおいて土坑を確認した。３Ｔの土坑は，地表か

ら２００�ほど下のＬ�黄橙色粘質シルト上面で確認した。その平面形は，約５０�×１００�の長方形をしており，

確認面から底面までの深さは５４�であった。６Ｔの東断面において，沼沢パミスと思われる黄橙色の火山性

堆積物を含む土坑状の落ち込みを確認した。この落ち込みは，地表から１００�あまり下のＬ�黒褐色シルト層

の中程にある。このＬ�黒褐色シルト層には，２～４�径の黄色または橙色の火山性堆積物が少量混入して

いる。遺構内堆積土の観察より，いずれも，縄文時代に属する土坑と考えられる。

遺物は，２Ｔ・４Ｔ・８Ｔ・９Ｔ・１１Ｔ・１３Ｔ～１５Ｔから出土している。出土遺物の多くは，縄文時代後

期のものであった。出土層位は，いずれも地表から５０�あまり下のＬ�黒褐色シルト層である。広範囲にわ

たり，この層から多くの遺物が出土することから，Ｌ�は，縄文時代後期の遺物包含層と考えられる。

調査範囲南東部に設けた１４Ｔ～１６Ｔにおいても縄文土器が出土している。これらのトレンチでは，表土の

直下に黄橙色系の粘質土が現れ，先に遺物包含層と考えたＬ�黒褐色シルト層は見られなかった。出土した

遺物は，表土からの出土であり，撹乱によって混入したものと考えられる。

［ま と め］ 今回の試掘調査により，縄文時代の遺構と考えられる土坑２基と縄文時代後期の遺物包含層

を確認できた。これらの調査結果から，遺物包含層と考えられるＬ�黒褐色シルト層の広がる６，２００�の保存

が必要である。

稲干場遺跡（北から）
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３．ＣＧ－Ｂ１

所 在 地 下郷町大字大松川字小沼 調 査 期 間 平成１３年１１月１４日～１６日

調査対象面積 ５，８００� トレンチ数 ５本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＣＧ－Ｂ１は，平成１３年７月に実施した表面調査により確認された（本書６９頁）。周辺は，

第四紀完新世の岩屑なだれ堆積物層上の平坦面・丘陵地である。ＣＧ－Ｂ１は，観音川右岸に面した段丘の

南向き緩斜面に立地し，南倉沢集落の北西，大松川集落と南倉沢集落のほぼ中間点に位置している。

近隣の遺跡として，観音川を隔て西に和久坂遺跡，杉ノ沢一里塚，札場遺跡があげられる。

［ま と め］ 平成１３年度の調査においては，遺構や遺物を発見することはできなかった。このため，ＣＧ

－Ｂ１の調査範囲は遺跡として取り扱わない。

４．ＣＧ－Ｂ２

所 在 地 下郷町大字南倉沢字小桑沢山 調 査 期 間 平成１３年１０月３１日～１１月５日

調査対象面積 ３，８００� トレンチ数 ６本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 縄文土器

［概 要］ ＣＧ－Ｂ２は，観音川右岸の台地上に立地している。平成１３年７月に実施した表面調査によ

り確認された（本書６９頁）。前述した稲干場遺跡の南西に位置する標高７６０ｍ弱の段丘上にあり，現況は畑地

となっている。付近は多湿黒ボク土壌の沢田統に分類されている（福島県農地林務部１９７８『会津開発地域土

地分類基本調査：田島』）。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査において，２Ｔから縄文土器片が１片出土した。他のトレンチから遺

物は出土せず，遺構も確認できなかった。そのため，この遺物は耕作土に紛れて混入したものと推測される。

以上のような調査結果から，ＣＧ－Ｂ２の本年度調査範囲については，遺跡として取り扱わない。

５．ＣＧ－Ｂ３

所 在 地 下郷町大字南倉沢字大鹿沼 調 査 期 間 平成１３年１０月２２日～１１月１５日

調査対象面積 ９，３００� トレンチ数 ２１本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＣＧ－Ｂ３は，観音川右岸の標高７６０ｍ前後の段丘上に立地し，起伏の少ない平場が広がっ

ている。平成１３年７月に実施した表面調査により確認された（本書６９頁）。付近の土壌は，乾性褐色森林土壌

の二岐�統に分類されている（前掲『会津開発地域土地分類基本調査：田島』）。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査においては，遺構や遺物を発見することはできなかった。このことか

ら，ＣＧ－Ｂ３の本年度調査範囲は遺跡として取り扱わない。

６．ＣＧ－Ｂ４

所 在 地 下郷町大字南倉沢字大鹿沼 調 査 期 間 平成１３年１０月８日～１１月２２日

調査対象面積 ７，６００� トレンチ数 １７本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし
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１６Ｔ�１５Ｔ�
１４Ｔ�

１３Ｔ�

１２Ｔ�
１９Ｔ�

１８Ｔ�

２０Ｔ�

１７Ｔ�

２１Ｔ�

７Ｔ�

８Ｔ�９Ｔ�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

１Ｔ�
２Ｔ�

３Ｔ�４Ｔ�

５Ｔ�

６Ｔ�１０Ｔ�

１６Ｔ�１５Ｔ�
１４Ｔ�

１３Ｔ�

１２Ｔ�
１１Ｔ�１９Ｔ�

１８Ｔ�

２０Ｔ�

１７Ｔ�

２１Ｔ�

７Ｔ�

８Ｔ�９Ｔ�

除　外�除　外�

１１Ｔ�

図６９ ＣＧ－Ｂ３トレンチ配置図

図６７ ＣＧ－Ｂ１トレンチ配置図

図６８ ＣＧ－Ｂ２トレンチ配置図
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［概 要］ ＣＧ－Ｂ４は，観音川右岸の標高７７０ｍ前後の段丘上に立地し，緩やかな斜面が広がってい

る。平成１３年７月に実施した表面調査により確認した（本書６９頁）。前掲した『会津開発地域土地分類基本調

査：田島』によると，付近の土壌は，乾性森林土壌の二岐�統に分類されている。現況は雑種地・スギ・カ

ラマツの人工林である。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査においては，遺構や遺物を発見することはできなかった。このことか

ら，ＣＧ－Ｂ４の本年度調査範囲内は遺跡として取り扱わない。

７．ＣＧ－Ｂ５

所 在 地 下郷町大字南倉沢字木賊

調査対象面積 ２，９００� トレンチ数 ８本

保 存 面 積 未確定

調 査 期 間 平成１３年１０月１５日～１１月７日

検 出 遺 構 土坑

出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＣＧ－Ｂ５は，平成１３年７月に行っ

た表面調査によって確認された（本書６９頁）。周囲を

丘陵に囲まれた谷状の低地の平坦面及び急斜面上に

広がる標高８００ｍ前後の高位段丘平坦面に立地してい

る。土壌は，乾性森林土壌の二岐�統に分類されて

いる（前掲『会津開発地域土地基本調査：田島』）。現況は針葉樹の人工林および雑種地である。

［遺構・遺物］ 平成１３年度の調査は，道路のアスファルト敷設範囲２，９００�について実施した。谷地形に設け

た５Ｔにおいて遺構の一部を確認した。この遺構は，地表から４０�ほど下の沼沢パミスと考えられる火山性

堆積物を含む黒褐色シルト層から掘り込まれている。トレンチにおける観察から，開口部は長軸１００�，短軸

６０�ほどの楕円形，底面は長軸１００�，短軸２０�ほどの楕円形と認められる。掘り込み面からの深さは１３０�を

測る。この形態から，縄文時代の落し穴状土坑と考えられる。

［ま と め］ 土坑を検出した５Ｔの北西になだらかな平坦面が広がり，ここに縄文時代の遺構・遺物が埋

蔵されている可能性がある。未試掘部分の１３，７００�は，今後の試掘調査の結果により保存範囲を確定する。

８．ＣＧ－Ｂ６

所 在 地 下郷町大字南倉沢字木賊 調 査 期 間 平成１３年１０月４日～１１月１２日

調査対象面積 ３，６００� トレンチ数 ５本 検 出 遺 構 なし

保 存 面 積 ０� 出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＣＧ－Ｂ６は，観音川右岸の標高９００ｍ前後の段丘緩斜面に立地し，現況は針葉樹の人工林

となっている。平成１３年７月に実施した表面調査時に確認した（本書６９頁）。土壌は，乾性森林土壌の二岐�

統に分類されている（前掲『会津開発地域土地基本調査：田島』）。

［ま と め］ 平成１３年度の試掘調査は，推定地の東半分３，６００�を対象に実施した。遺物・遺構を発見する

ことはできず，この範囲は遺跡として取り扱わない。なお，西半部５，３００�については未試掘である。

ＣＧ－Ｂ５南区（北から）

表２８ ＣＧ－Ｂ５トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

５Ｔ 土坑 １４０� 〇
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７６
０
７６
０�

７６５
７６５�

７７０
７７０� ７７５

７７５� ７８０
７８０� ７８５
７８５�

７６
０�

７６５�

７７０� ７７５� ７８０� ７８５�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００００）�

６Ｔ�

５Ｔ�７Ｔ�

４Ｔ�３Ｔ�

９Ｔ�

８Ｔ�
１７Ｔ�

１６Ｔ�
１５Ｔ�１４Ｔ�

１３Ｔ�

１２Ｔ�

２Ｔ�
１Ｔ�１１Ｔ�

１０Ｔ�

除　外�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

６Ｔ�

５Ｔ�７Ｔ�

４Ｔ�３Ｔ�

９Ｔ�

８Ｔ�
１７Ｔ�

１６Ｔ�
１５Ｔ�１４Ｔ�

１３Ｔ�

１２Ｔ�

２Ｔ�
１Ｔ�１１Ｔ�

１０Ｔ�

除　外�

８００
８００�

８０５
８０５�

８０５８０５
�

８１５８１５�

８１０８１０�

８１０
８１０�

８１５８１５�

８２０８２０�

国道２
８２８９号

�

町
道
南
倉
沢
野
際
線

町
道
南
倉
沢
野
際
線�

８００�

８０５�
８０５
�

８１５�

８１０�

８１０�

８１５�

８２０�

国道２
８９号

�

町
道
南
倉
沢
野
際
線�

３Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

６Ｔ�
７Ｔ�

８Ｔ�

未試掘�
未試掘�

未確定�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００００）�

３Ｔ�

４Ｔ�

５Ｔ�

１Ｔ�

２Ｔ�

６Ｔ�
７Ｔ�

８Ｔ�

未試掘�
未試掘�

未確定�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

図７０ ＣＧ－Ｂ４トレンチ配置図

図７１ ＣＧ－Ｂ５トレンチ配置図
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８９
５
８９
５�

８９
０
８９
０�

８７０８７０�
８６５８６５�
８６０８６０�
８５５８５５�

８５０８５０�

９２０
９２０�

９１５
９１５�

９１０
９１０�

９０５
９０５�

９００
９００�

８９５
８９５�

９００９００�

国道２８２８９号�

８９
５�

８９
０�

８７０�
８６５�
８６０�
８５５�

８５０�

９２０�

９１５�

９１０�

９０５�

９００�

８９５�

９００�

国道２８９号�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００００）�

０� ５０ｍ�
（１/２,０００）�

２Ｔ�

５Ｔ�

４Ｔ�

１Ｔ�

３Ｔ�

２Ｔ�

５Ｔ�

４Ｔ�

１Ｔ�

３Ｔ�未試掘�
除　外�

未試掘�
除　外�

９．ＣＧ－Ｂ７

所 在 地 下郷町大字南倉沢字猪番場平

調査対象面積 ２６，５００� トレンチ数 ３７本

保 存 面 積 未確定

調 査 期 間 平成１３年９月１７日～１０月３日

検 出 遺 構 土坑

出 土 遺 物 なし

［概 要］ ＣＧ－Ｂ７は，観音川右岸の標高９２０

～９６０ｍの段丘上面に広範に広がる台地上の平坦面に

立地し，現況は山林となっている。平成１３年７月に

実施した表面調査の際に確認された（本書６９頁）。

［遺構・遺物］ 調査区東端に設けた３２Ｔで土坑を検

出した。検出面は，地表から８５�あまり下のＬ�に

ぶい黄褐色砂質シルト上面である。土坑は長軸１００�，短軸６０�ほどの楕円形をしている。土坑の西半分につ

いて掘り込みを実施し，堆積状況を確認した。土坑は，検出面からの深さ７８�，断面はＵ字型をしている。

土坑検出面と遺構内堆積土の上層に，沼沢パミスと考えられる多量の火山性堆積物が混入している。その形

状と堆積土の様子から，縄文時代中期初頭以前の落し穴状土坑と推定される。

［ま と め］ 単基で落し穴をつくることは希であるから，３２Ｔ以東に落し穴状土坑列の存在が推定できる。

このため，３２Ｔ以東の１，８００�について試掘調査を実施する必要がある。なお，３５Ｔ以西のトレンチを設けた

範囲については，検出遺構・出土遺物ともになかったことから，遺跡として取り扱わない。

図７２ ＣＧ－Ｂ６トレンチ配置図

ＣＧ－Ｂ７北区（南から）

表２９ ＣＧ－Ｂ７トレンチ一覧

トレンチ
番 号

検 出 遺 構 出 土 遺 物
（時 代）種 類（時代） 確認面ま

での深さ
遺構内
掘込み

３２Ｔ 土坑（縄文） ９１� 〇
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図７３ ＣＧ－Ｂ７トレンチ配置図・検出遺構

３２Ｔ遺構検出状況（西から）
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第３章 表 面 調 査

第１節 県営かんがい排水事業相馬第二地区予定地

福島県教育委員会は，県営かんがい排水事業相馬第二地区に関わる埋蔵文化財の把握と保護のため，相馬

市と新地町の協力のもと，昭和６３年度に表面調査を実施した。その際，用水工事の予定地内および周辺部に

おいて６１遺跡を発見あるいは確認し，『相双地区遺跡分布図４』（福島県教育委員会１９８９）として報告している。

この表面調査の成果を踏まえ，宇田川左岸の用水工事にかかる遺跡に関して，平成９年度から工事計画に

あわせ試掘調査及び発掘調査が実施されている。これまでに，石ホロＡ遺跡の試掘調査（福島県教育委員会

１９９８『福島県内遺跡分布調査報告４』）と小田原遺跡の発掘調査（同１９９８『県営かんがい排水事業相馬第二地

区遺跡発掘調査報告�』）を行っている。また，宇田川右岸の工事にかかる遺跡に関しては，相馬市教育委員

会が，平成９年度までに７遺跡の試掘調査を実施している。

今回の表面調査は，平成１３年度の工事路線確定をうけ，再度確認調査を実施することとなったものである。

調査対象となったのは，平成１３年度工事箇所を中心に，相馬市から新地町にかけての１０�の範囲である。福

島県教育委員会から委託を受けた財団法人福島県文化振興事業団は，平成１３年１０月１日～５日の期間，調査

を実施した。この調査により，これまでに登録されている遺跡に加え新たに遺跡１ヶ所と遺跡推定地５ヶ所

を確認した。

第２節 地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）建設予定地

福島空港・あぶくま南道路は，東北自動車道矢吹ＩＣから福島空港を経て磐越自動車道小野ＩＣに至る自

動車専用道路である。これまでに，玉川村吉地区から平田村蓬田新田地区の国道４９号までの道路建設区間（４

～６工区）に，１４ヵ所の遺跡と２５カ所の遺跡推定地を発見している（『福島県内遺跡分布調査報告７』）。玉川

村所在分の遺跡・遺跡推定地の詳細な範囲確認は，平成１３年２月１４日に終了した。

平成１３年４月１９・２０日，平田村所在の遺跡・遺跡推定地の詳細な範囲確認を実施した。その結果，大字西

山地区の製鉄関連の煙石Ｄ遺跡は，開削等によってほとんど失われ，わずかに遺存するにすぎない。上蓬田

地区において新たに２カ所の遺跡推定地を発見した（表３１）。ＨＴ－Ｂ１０は，上根本Ｃ遺跡の北側の丘陵頂部

に立地している。ＨＴ－Ｂ１１は，上根本Ｂ遺跡から尾根を挟んだ南側に位置している。いずれも近隣の遺跡

で縄文土器を採取しており，縄文時代の集落跡が埋没している可能性がある。

表３０ 県営かんがい排水事業相馬第二地区関連新発見遺跡・遺跡推定地一覧
平成１４年３月現在

� 遺 跡 名 所 在 地 現 況 地 形 遺跡面積 備 考

１ ＳＭ－Ｂ１０１ 相馬市黒木字宿仙木 山林 東向き丘陵緩斜面 ３６，０００� 西側に周知の野出沢遺跡が隣接する

２ ＳＭ－Ｂ１０２ 相馬市椎木字段ノ原 畑地 椎木川の氾濫原 １７，８００� 東側に周知の北原遺跡が続いている

３ 落合遺跡 新地町駒ヶ嶺落合 他 畑地・水田 立田川に面する微高地 ６７，０００� 土器の散布地

４ ＳＴ－Ｂ１０１ 新地町駒ヶ嶺字高場 〃 立田川に面する微高地 １４，３００� 川向に落合遺跡が位置している

５ ＳＴ－Ｂ１０２ 新地町杉目字鈴山 〃 丘陵南側緩斜面裾部 ９，３００�

６ ＳＴ－Ｂ１０３ 新地町杉目字五郎四郎 畑地・山林 東向き丘陵緩斜面 １６，０００� 周知の五郎四郎Ａ遺跡が隣接する
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０� １,０００ｍ�

（１/２５,０００）�

平成１３年度試掘調査箇所�

白子下Ｂ遺跡�
白子下Ｃ遺跡�

ＳＭ－Ｂ１０２�

初野町遺跡�

金谷内遺跡�

払川遺跡�

清名沢遺跡�

梅木沢遺跡�

ＳＭ－Ｂ１０１�

野出沢遺跡�野出沢遺跡�

堂ヶ平Ｂ遺跡�

堂ヶ平Ａ遺跡�

北原遺跡�

図７４ 相馬市の遺跡と遺跡推定地

第１節 県営かんがい排水事業相馬第二地区予定地
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０� １,０００ｍ�

（１/２５,０００）�

山居Ａ遺跡�

ＳＴ－Ｂ１０２�

山居Ｂ遺跡�

鹿狼遺跡�

小山田遺跡�

赤柴前遺跡�

沢入遺跡�

ＳＴ－Ｂ１０１�

別所遺跡�

白子下Ａ遺跡�

水神遺跡�

白子下Ｂ遺跡�

落合遺跡�

白子下Ｃ遺跡�

ＳＭ－Ｂ１０２�

川原Ａ遺跡�

川原Ｂ遺跡�
菅ノ沢二横穴�

閏崎遺跡�
大清水遺跡�

北狼沢遺跡�

五郎四郎Ａ遺跡�
ＳＴ－Ｂ１０３�

五郎四郎Ｂ遺跡�

図７５ 新地町の遺跡と遺跡推定地

第３章 表面調査
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０� １,０００ｍ�

（１/２５,０００）�

ＨＴ－Ｂ３�

ＨＴ－Ｂ２�

新田前遺跡�

ＨＴ－Ｂ４�

曲山Ｃ遺跡�

中根Ａ遺跡�
中根館跡�

ＨＴ－Ｂ５�

ＨＴ－Ｂ９�
上根本Ａ遺跡�

上根本Ｂ遺跡� ＨＴ－Ｂ１０�

上根本Ｃ遺跡�

ＨＴ－Ｂ１１�

第３節 一般国道２８９号南倉沢バイパス建設予定地

一般国道２８９号は，下郷町南倉沢と西郷村甲子の間の甲子峠において交通不能となっている。この交通不能

区間を解消し，県南地域と南会津地域の交流や連携をはかるべく広域幹線道路の整備が急がれている。

今回は，周知遺跡の現況確認を兼ね，南倉沢バイパス建設予定地周辺の表面調査を行った。調査は，道路

建設予定沿線１２．５�を対象に，平成１３年７月３０日～８月３日にかけて実施した。調査により遺跡２カ所，遺跡

推定地７カ所を確認した。各遺跡・遺跡推定地の位置等については，本書第２章の図６３と表２５に掲載した。

表面調査の終了後，平成１３年９月から試掘調査を実施した（本書５５頁）。

調査区西～中央部の標高６４０ｍ～９３５ｍの一帯に緩勾配で幅広い観音川台地が広がっている。この台地は東

方の観音山（１，６４０ｍ）の西側山腹が大規模に崩壊・移動して形成されたもので，南倉沢・稲干場遺跡，ＣＧ

－Ｂ１～Ｂ６がこの台地上に立地している。調査区東部の標高９３５ｍ～９６０ｍ一帯の観音川沿いに，起伏がほ

とんどない平坦な地形が広がっている。これは，観音山の崩壊による堰止め湖によって形成されたもので，

ＣＧ－Ｂ７がここに立地している。

図７６ 平田村の遺跡と遺跡推定地

表３１ 地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）関連新発見遺跡・遺跡推定地一覧（平田村）平成１４年３月現在

� 遺 跡 名 所 在 地 現 況 地 形 遺跡面積 備 考

１ ＨＴ－Ｂ１０ 上蓬田字上根本 山林 丘陵 ９，８００� 集落跡の可能性

２ ＨＴ－Ｂ１１ 上蓬田字上根本 宅地・水田 東向き沢地 ７，５００� 上根本Ａ・Ｂ遺跡の南側にあり同様の地形を呈する

第２節 地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）建設予定地
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４７５４７５�

４７０４７０�
４６５４６５
�

４７０４７０�

４６５４６５�

４７５４７５�

４８０４８０�

４８５４８５�

４９０４９０�

４７５�

４７０�
４６５
�

４７０�

４６５�

４７５�

４８０�

４８５�

４９０�

県道矢吹小野線�

（１/２,５０５００）�
０� ５０ｍ�

平成１３年度�
試掘調査�

平成１２年度�
試掘調査�

平成１２年度�
試掘調査�

Ｂ１０�Ｂ１０�

Ｂ１５�

平成１３年度�
試掘調査�

堂田遺跡�

Ｂ５�

Ｂ３�
Ｂ２�

（１/２,５００）�
０� ５０ｍ�

平成１３年度�
試掘調査�

平成１２年度�
試掘調査�

平成１２年度�
試掘調査�

Ｂ１５�

平成１３年度�
試掘調査�

堂田遺跡�

Ｂ５�

Ｂ３�
Ｂ２�

第４節 こまちダム建設予定地

こまちダムは，田村郡小野町菖蒲谷・雁股田地区の黒森川流域に建設が予定されている。こまちダム建設

予定地内の表面調査は，平成１０年度から継続的に実施されている。平成１０年度は，小野町教育委員会によっ

て実施された（『こまちダム関連遺跡群分布調査報告書』）。平成１１年度は，県道矢吹小野線の付け替え予定地

（福島県教育委員会１９９９『福島県内遺跡分布調査報告６』），平成１２年度は，工事にともなう道路建設予定地と

湛水線内について調査を実施している（同２０００『福島県内遺跡分布調査報告７』）。平成１３年度は，黒森川右岸

側の道路予定地について表面調査を実施した。

調査の結果，新たに遺跡推定地Ｂ１５を確認した。Ｂ１５は，堂田遺跡から東側へ約１５０ｍ離れた地点にある。

その地形は，北側の黒森川に向かって開けた沢で，縄文土器を確認採集した西隣の堂田遺跡と同様の地形で

ある。そのため，Ｂ１５においても縄文時代の遺構・遺物が存在する可能性がある。

図７７ Ｂ１５位置図

表３２ こまちダム関連新発見遺跡・遺跡推定地一覧

� 遺 跡 名 所 在 地 現 況 地 形 遺跡面積 備 考

１ Ｂ１５ 菖蒲谷字西田・反田 山林 沢地 １，６００� 西側に周知の遺跡堂田遺跡が隣接している

第３章 表面調査
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第４章 ま と め

平成１３年度の福島県内遺跡分布調査は，試掘調査８事業（１０市町村：計３３７，０９０�），表面調査４事業（５市

町村：計１９５�）について実施した。各事業の調査成果については前章で記載してきたとおりであるが，本章

では，表３３～４０に本年度までの試掘調査成果をまとめた。

表３３ 地域高規格道路（福島空港・あぶくま南道路）関連遺跡試掘調査成果一覧

［用例］『県内分＊』→『福島県内遺跡分布調査報告＊』 『あ発＊』→『福島空港・あぶくま南道路遺跡発掘調査報告＊』
『常磐＊』→『常磐自動車道遺跡調査報告＊』 『会北＊』→『会津縦貫北道路遺跡調査報告＊』 （＊頁）→本報告書掲載ページ 以下，共通

表３４ こまちダム関連遺跡試掘調査成果一覧（小野町）

表３５ 国営隈戸川農業水利事業関連遺跡試掘調査成果一覧（大信村）

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 黒森館跡 （小野） ２，６００� Ｈ１３ ２，６００� （５頁） ０� ０� 試掘調査終了。

２
ＯＮ－Ｂ３ （小野）
［関場Ｂ遺跡］

２，４００� Ｈ１３ ２，４００� （６頁） ０� １，２００� 試掘調査終了。Ｈ１３発掘調査実施（『あ発１６』）。

３
ＯＮ－Ｂ５ （小野）
［仁井殿遺跡］

８，３００� Ｈ１３ ８，３００� （７頁） ０� ２，１００� 試掘調査終了。

４ ＯＮ－Ｂ６ （小野） ３，４００� Ｈ１３ ３，４００� （９頁） ０� ０� 試掘調査終了。

５
ＯＮ－Ｂ７ （小野）
［反田Ｂ遺跡］

５，０００� Ｈ１３ ５，０００� （９頁） ０� １，３００� 試掘調査終了。Ｈ１３発掘調査実施（『あ発１６』）。

６ 中根館跡 （平田） ２６，０００� Ｈ１３ ２６，０００� （１１頁） １，１００� ２２，０００�
７ 後曲遺跡 （平田） ３，２００� Ｈ１３ ３，２００� （１５頁） １，０００� 未確定

８ 曲山Ｂ遺跡 （平田） ４，４００� Ｈ１３ ４，４００� （１５頁） ０� ０� 試掘調査終了。

９ 曲山Ｃ遺跡 （平田） ６，５００� Ｈ１３ ６，５００� （１６頁） １，８００� ０�
１０ ＨＴ－Ｂ１ （平田） ４，４００� Ｈ１３ ４，４００� （１７頁） ０� ０� 試掘調査終了。

１１ 宮ノ前Ａ遺跡（玉川） ３，９００�
Ｈ１１
Ｈ１２
Ｈ１３

６００�
３，０００�
３００�

『県内分６』
『県内分７』
（１７頁）

０�
０�

３，０００�
３００�

試掘調査終了。Ｈ１１・６００�は除外，Ｈ１３発掘調査
実施（『あ発１５』）。

７０，１００�
（Ｈ１３）

７０，１００�
（６６，５００）

３，９００� ２９，９００�

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 堂田Ａ遺跡 １，９００� Ｈ１２
Ｈ１３

１，３００�
６００�

『県内分７』
（１９頁）

０� ２００�
６００� 試掘調査終了。Ｈ１２対象面積内１１００�は工区外へ。

２ Ｂ８［西田Ｈ遺跡］ ９，０００� Ｈ１３ ７，４００� （２１頁） １，６００� ７，４００�
３ 西田Ｃ遺跡 ２，０００� Ｈ１３ ２，０００� （２５頁） ０� ０� 試掘調査終了。

４ 堂田遺跡 ２，８００� Ｈ１３ ２，８００� （２５頁） ０� ０� 試掘調査終了。

５ Ｂ１０ ４，０００� Ｈ１３ ４，０００� （２５頁） ０� ０� 試掘調査終了。

６ Ｂ１１ １，３００� Ｈ１３ １，３００� （２６頁） ０� ０� 試掘調査終了。

７ Ｂ１２ ４，１００� Ｈ１３ ４，１００� （２７頁） ０� ０� 試掘調査終了。

２５，１００�
（Ｈ１３）

２３，５００�
（２２，２００）

１，６００� ８，２００�

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 田ノ沢Ｃ遺跡 ３０，９００� Ｈ１３ ３０，９００� （２８頁） ０� ２０，０００� 試掘調査終了。

２ 田ノ沢Ｇ遺跡 １３，０００� Ｈ１３ １３，０００� （３１頁） ０� ２，９００� 試掘調査終了。

３ Ｂ１［田ノ沢Ｈ遺跡］ ６４，３００� Ｈ１３ ６４，３００� （３２頁） ０� １，６００� 試掘調査終了。

４ Ｂ６ １，０００� Ｈ１３ １，０００� （３４頁） ０� ０� 試掘調査終了。

５ Ｂ７ ２，４００� Ｈ１３ ２，４００� （３４頁） １，５００� ０�
１１１，６００� １１１，６００� １，５００� ２４，５００�
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表３６ 常磐自動車道関連遺跡試掘調査成果一覧

表３７ 一般国道６号相馬バイパス関連遺跡試掘調査成果一覧

表３８ 県営かんがい排水事業相馬第二地区関連遺跡試掘調査成果一覧（相馬市）

表３９ 地域高規格道路（会津縦貫北道路）関連遺跡試掘調査成果一覧（塩川町）

表４０ 一般国道２８９号南倉沢バイパス関連遺跡試掘調査成果一覧（下郷町）

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１
本笑和田横穴墓群
（相馬）

４，６００� Ｈ１１
Ｈ１３

３００�
４，３００�

『県内分６』
（４５頁）

０� ０� 試掘調査終了。

２ 山中Ｂ遺跡（新地） １４，８００� Ｈ１３ ８，１００� （４６頁） ６，７００� ３，３５０�
３ 洞山Ａ遺跡（新地） ２，７００� Ｈ１３ ８００� （４８頁） １，９００� ０�
４ ＳＴ－Ｂ２（新地） ５，０００� Ｈ１３ １，３００� （５０頁） ３，７００� 未確定

２７，１００�
（Ｈ１３）

１４，８００�
（１４，５００）

１２，３００� ３，３５０�

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 南倉沢遺跡 ４，３００� Ｈ１３ ４，３００� （５６頁） ０� ３，１００� 試掘調査終了。

２ 稲干場遺跡 ８，０００� Ｈ１３ ８，０００� （５９頁） ０� ６，２００� 試掘調査終了。

３ ＣＧ－Ｂ１ ５，８００� Ｈ１３ ５，８００� （６０頁） ０� ０� 試掘調査終了。

４ ＣＧ－Ｂ２ ３，８００� Ｈ１３ ３，８００� （６０頁） ０� ０� 試掘調査終了。

５ ＣＧ－Ｂ３ ９，３００� Ｈ１３ ９，３００� （６０頁） ０� ０� 試掘調査終了。

６ ＣＧ－Ｂ４ ７，６００� Ｈ１３ ７，６００� （６０頁） ０� ０� 試掘調査終了。

７ ＣＧ－Ｂ５ １６，６００� Ｈ１３ ２，９００� （６２頁） １３，７００� 未確定
８ ＣＧ－Ｂ６ ８，９００� Ｈ１３ ３，６００� （６２頁） ５，３００� ０�
９ ＣＧ－Ｂ７ ２８，３００� Ｈ１３ ２６，５００� （６４頁） １，８００� 未確定 調査区北東側１８００�再調査必要。

９２，６００� ７１，８００� ２０，８００� ９，３００�

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 堂ヶ平Ａ遺跡 ８００� Ｈ１３ ４５０� （５１頁） ３５０� ０�

２
ＳＭ－Ｂ１０１
［宿仙木Ａ遺跡］

２，０００� Ｈ１３ １，０００� （５１頁） １，０００� １，０００�

２，８００� １，４５０� １，３５０� １，０００�

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 荒屋敷遺跡 ２１，９００� Ｈ１２
Ｈ１３

１４，４００�
７，５００�

『県内分７』
（５４頁）

０� ９，７００�
２，１００�

Ｈ１２・９７００�についてＨ１３発掘調査実施（『会北
２』）。

２１，９００�
（Ｈ１３）

２１，９００�
（７，５００）

０� １１，８００�

� 遺跡名（市町村）
試掘対象
総 面 積

年度別試掘対象面積 未試掘面積
（範囲未確定面積）

保存面積 備 考
年度 面 積 報告書

１ 後作Ａ遺跡（富岡） ２２，０００�
Ｈ９
Ｈ１１
Ｈ１３

３，６００�
５，８００�
７，８３０�

『県内分４』
『県内分６』
（３７頁）

４，７７０�
０�

１，８００�
４，６００�

Ｈ１３発掘調査実施（『常磐３６』）。

２ 大石原遺跡（富岡） ２２，１００�

Ｈ８
Ｈ９
Ｈ１０
Ｈ１１
Ｈ１３

６００�
２，８００�
９，９００�
６，９６０�
１，８４０�

『県内分３』
『県内分４』
『県内分５』
『県内分６』
（４０頁）

０� ０� 試掘調査終了。

３ 清水遺跡（富岡） １９，０７０�

Ｈ８
Ｈ１０
Ｈ１１
Ｈ１２
Ｈ１３

４，９００�
２，５００�
２，１００�
４，９００�
４，６７０�

『県内分３』
『県内分５』
『県内分６』
『県内分７』
（４０頁）

０� ０� 試掘調査終了。

４ Ｔ－Ｂ２５（富岡） ７，０００� Ｈ１３ ７，０００� （４１頁） ０� ０� 試掘調査終了。

５ 萩平遺跡（双葉） ５００� Ｈ１３ ５００� （４１頁） ０� ０� 試掘調査終了。

６ Ｆ－Ｂ１（双葉） ６，６００� Ｈ１３ ４，２００� （４２頁） ２，４００� ０�
７ Ｆ－Ｂ２（双葉） ５，５００� Ｈ１３ ５，５００� （４３頁） ０� ０� 試掘調査終了。

８ Ｆ－Ｂ３（双葉） ２７，０００� Ｈ１３ １０，０００� （４４頁） １７，０００� ０�

１０９，７７０�
（Ｈ１３）

８５，６００�
（４１，５４０）

２４，１７０� ６，４００�

第４章 まとめ

７２
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